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　「
道
の
駅
」
の
誕
生
は
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
。
同
年
２
月
23
日
、
登
録
・
案
内
制
度

が
制
定
さ
れ
４
月
22
日
、
全
国
１
０
３
カ
所
で
道
の
駅
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
制
度
創

設
30
周
年
。
２
月
に
は
全
国
１
２
０
４
駅
に
な
っ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
「
地
域
と
と
も
に
つ
く

る
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
」
は
、
休
憩
・
情
報
発
信
・
地
域
連
携
の
三
つ
の
機
能
と
と

も
に
不
動
の
柱
だ
。
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
公
的
施
設
に
発
展
し
た
道
の
駅
は
、
近
年
多
発

す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
拠
点
の
役
割
が
増
し
「
防
災
道
の
駅
」
へ
と
さ
ら
に
進
化
し

た
。
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
、「
関
東
大
震
災
」
が
発
生
、
今
秋
１
０
０
年
の
節
目

を
迎
え
る
。
国
土
交
通
省
は
国
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
記
録
を
核

に
関
東
大
震
災
の
写
真
を
含
む
「
大
規
模
災
害
写
真
展
」
を
全
国
の
道
の
駅
で
開
催
し
て
い

る
。
防
災
道
の
駅
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
全
国
を
１
巡
し
た
リ
レ
ー

防
災
セ
ミ
ナ
ー
も
、
ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
（
大
き
な
展
望
）
を
描
き
、
共
有
を
目
指
す
新
た

な
展
開
へ
と
向
か
う
。

　
甚
大
被
害
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
千
島
海

溝
地
震
や
日
本
海
溝
地
震
で
は
、
東
日
本
大

震
災
と
同
程
度
の
Ｍ
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

９
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る
想
定
も
発
表

さ
れ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
は
Ｍ
７
・
９（
推

定
）
の
海
溝
型
地
震
だ
が
、
Ｍ
７
・
３
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
に
直
下
型
地
震
も

あ
り
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
は

な
い
。

　
自
然
災
害
は
不
可
避
で
も
被
害
軽
減
に
英

知
を
結
集
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
国
交
省
は

大
規
模
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
と
し
て
国
土

強
靭
化
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
同
時
に

大
切
な
の
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
国
民
の
防
災
意
識
の
向
上
だ
。
そ
れ

に
は
大
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
子
々
孫
々
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
重
要
。

特集　30年「防災道の駅」強化推進�
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

国
が
啓
蒙
・
啓
発
の
機
会
増
進
に
乗
り
出
し

た
の
が
、「
大
規
模
災
害
写
真
展
」
の
道
の

駅
巡
回
展
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
記
憶
や
記
録
を

伝
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
未

来
の
暮
ら
し
、
社
会
の
姿
を
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
考
え
、
ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
を
描

き
、
そ
れ
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
だ
。

　
３
月
に
北
海
道
の
道
の
駅
「
厚
岸
グ
ル
メ

パ
ー
ク
」
と
東
京
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
と
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
開
催
さ
れ
た
道
の
駅

「
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
第
１
０

９
代
土
木
学
会
長
の
谷
口
博
昭
氏
が
基
調
講

演
で
「
ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
を
描
こ
う
！
」

と
力
説
。
国
民
と
り
わ
け
次
世
代
を
担
う
若

者
が
、
未
来
へ
の
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
社
会
に
向
け
、
特
に
若
者
に
呼
び

か
け
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
全
国
を
１
巡
し
た
最
後

の
９
回
目
で
、
次
回
以
降
は
２
巡
目
に
入
る

た
め
、
谷
口
氏
は
「
防
災
道
の
駅
や
こ
れ
か

ら
の
道
の
駅
、
地
域
の
あ
り
方
も
、
ビ
ッ
グ

ピ
ク
チ
ャ
ー
を
踏
ま
え
た
新
た
な
展
開
を
期

待
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
解
剖
学
者
の
養
老
孟
司
氏
は
、
北
原
糸
子

著
「
震
災
復
興
は
ど
う
引
き
継
が
れ
た
か
」

の
書
評
の
中
で
「
次
の
大
災
害
の
後
に
ど
の

よ
う
な
日
本
社
会
を
構
築
す
る
か
、
ま
っ
た

く
新
し
い
社
会
を
構
築
す
る
『
復
興
』
を
目

指
す
意
欲
が
国
民
に
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
」

と
論
評
。
ま
さ
に
ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

道の駅30年の新展開道の駅30年の新展開
道
の
駅
30
年
の
節
目
の
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
常
総
」
の
開
所
式
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト�

。
公
募
し
た
道
の
駅
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
食
農
団
地
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
受
賞
し
た
中
学
生
ら
も
招
か
れ
参
加
し
た

�

＝
4
月
28
日
、
茨
城
県
常
総
市
の
道
の
駅
「
常
総
」
で

関東大震災100年　「防災道の駅」強化推進関東大震災100年　「防災道の駅」強化推進

常総
須田裕次郎駅長

　常総・茨城の「卵」「メロン」「米」「さ

茨城県常総市むすびまち 1
国道 294 号　TEL.0297-38-7570

つまいも」など地域の素材を主に使ったオリジ
ナルの商品・メニューをご用意しています。買っ
て、食べて、道の駅常総で過ごす時間を通し、
たくさんの魅力を感じてほしいという思いを込
めた「体験型　食のテーマパーク」です。

YOU・遊・もり
岡嶋康輔駅長

　町名の由来でもある「オニウシ」を

北海道森町上台町 326-18
国道５号　TEL.01374-2-4886

名とし、広大な都市型公園に隣接した道の駅。物
産直売所では森町名物いかめし、水産加工品など
の特産品が販売されております。3階の展望ラウ
ンジは駒ヶ岳・内浦湾が一望できるビューポイン
トです。春には約500本の桜が咲き誇ります。

甲斐大和
河野恵広報担当

　新笹子トンネル下り線の甲府側出口

山梨県甲州市大和町初鹿野 2248
国道 20 号　TEL.0553-48-2571

すぐに立地しています。『蕎麦切り発祥の地は天
目山』という伝承にちなみ、地元産そば粉の手
打ちそば「天目そば」がおすすめの郷土食。オ
ヤマボクチの葉を使って作った「うらじろまん
じゅう」も素朴な味わいで当駅の人気商品です。
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　「
道
の
駅
を
〝
学
び
の
場
〟
に
　
～
学
ぼ
う
！
災
害
へ
の
備
え
～
」
―
―
道
の
駅
「
リ
レ
ー
防
災
セ

ミ
ナ
ー
in
厚
岸
」
が
３
月
24
日
、
北
海
道
厚
岸
町
の
防
災
道
の
駅
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」
と
東
京
・

千
代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
間
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
定
着
し
た
リ
モ
ー
ト
方
式
で
開
催
さ
れ

た
。
北
海
道
側
の
登
壇
者
は
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」、
開
会
の
祝
辞
や
講
演
は
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
内

の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
見
室
と
、
双
方
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ
。
広
大
な
〝
北
の
大
地
〟
で
の
防
災

対
策
は
、
非
常
用
電
源
や
貯
水
槽
等
の
設
備
の
充
実
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
う
地
域
間

の
つ
な
が
り
を
ど
う
深
化
さ
せ
て
お
く
か
が
問
わ
れ
る
。

　
道
の
駅
制
度
ス
タ
ー
ト
30
年
。
美
し
い
景
観
を
地
域
の
力
で
磨
き
上
げ
て
全
国
に
発
信
す
る
「
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
」（
日
本
風
景
街
道
）
な
ど
地
域
活
動
と
道
の
駅
の
連
携
や
、
産
学
官
民
の
協
働

に
よ
る
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
大
切
さ
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
開
会
祝
辞
を
述
べ
た
石
田
氏

は
、「
巨
大
地
震
・
津
波
対
策
を

考
え
る
際
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な

地
域
連
携
で
築
く
防
災
力

道
の
駅
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
in
厚
岸

防災タスキが全国９ブロックを一巡�次は新潟県

開
会
祝
辞�

石
田
東
生
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授

講
演�

井
上
圭
介
・
国
土
交
通
省
道
路
局
企
画
課
評
価
室
長

基
調
講
演��

谷
口
博
昭
・
第
109
代
土
木
学
会
会
長

�

（
建
設
業
技
術
者
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

い
」
と
し
た
う
え
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
強
靭
さ
」
や
「
人
と
人

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を
強
調

し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
に
暮
ら
す

人
た
ち
が
行
政
と
も
手
を
携
え
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
空
間

づ
く
り
を
目
指
す
「
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
」
の
取
り
組
み
と
、

道
の
駅
の
連
携
の
大
切
さ
を
指
摘

し
た
。

　「
備
え
て
い
た
こ
と
し
か
役
に

立
た
な
か
っ
た
」「
備
え
て
い
た

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
」

リ
モ
ー
ト
で
講
演
し
た
井
上
氏

は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
に

東
北
地
方
整
備
局
が
ま
と
め
た

「
災
害
初
動
期
初
期
心
得
」
に
書

き
込
ま
れ
た
〝
教
訓
〟
を
引
用
し

な
が
ら
「
備
え
」
の
大
切
さ
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
訓

練
な
ど
を
通
じ
て
「
備
え
」
の
中

身
を
〝
進
化
〟
さ
せ
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

進
む
防
災
施
設
の
整
備

　
建
物
の
耐
震
化
、
自
家
発
電
装

置
、
貯
水
槽
、
防
災
倉
庫
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
…
…
。
２
０
２
１

年
６
月
、
国
交
省
が
選
ん
だ
全
国

39
カ
所
の
「
防
災
道
の
駅
」
で
は
、

こ
う
し
た
設
備
・
装
備
の
整
備
が

進
ん
で
い
る
―
―
と
説
明
。
災
害

時
に
、
①
観
光
客
の
保
護
や
避
難

者
の
受
け
入
れ
②
被
災
者
支
援
に

欠
か
せ
な
い
物
資
の
備
蓄
な
ど
を

念
頭
に
置
い
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
の
策
定
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
作
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
防
災
訓
練
等
で

反
省
や
課
題
を
抽
出
し
て
、
さ
ら

に
ブ
ラ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
」
と
訴
え
た
。

主催：道の駅「厚岸グルメパーク」／NPO人と道研究会

共催：北海道厚岸町

後援：�国土交通省北海道開発局／国土地理院北海道地方測量部／北海

道／�（一社）全国道の駅連絡会／北海道地区「道の駅」連絡会

協賛：（一社）エコロジー・カフェ／（一社）ルートスクエア

　
19
年
３
月
に
新

潟
県
十
日
町
市
の

道
の
駅
「
ク
ロ
ス

テ
ン
十
日
町
」（
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
）
か

ら
リ
レ
ー
方
式
で

始
ま
っ
た
防
災
セ

ミ
ナ
ー
も
今
回
で

９
回
目
。
国
交
省

の
地
方
整
備
局
単

位
の
全
国
９
ブ
ロ

ッ
ク
を
一
巡
し
た
。

10
月
に
予
定
さ
れ

る
次
回
は
、
振
り

出
し
の
新
潟
県
に

会
場
を
戻
し
、
妙

高
市
の
防
災
道
の

駅
「
あ
ら
い
」
で

の
開
催
と
な
る
。

　「
厚
岸
グ
ル
メ

パ
ー
ク
」
か
ら
託

さ
れ
た
防
災
タ
ス

キ
は
、
東
京
会
場

で
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た「
あ
ら
い
」

の
鹿
住
正
春
駅
長

に
手
渡
さ
れ
＝
写

真
、
防
災
道
の
駅

の
ビ
ッ
グ
ピ
ク
チ

ャ
ー
を
含
め
た
新

た
な
展
開
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。

＝画像は全て配信動画から＝

石田東生
筑波大学名誉教授

谷口博昭
土木学会前会長

　
谷
口
氏
の
演
題
は
「
今
こ
そ
ビ

ッ
グ
ピ
ク
チ
ャ
ー
を
持
っ
て
行
動

を
！
　
～
道
の
駅
に
地
域
・
若
者

の
力
結
集
を
期
待
し
て
」。

　
長
期
的
な
視
点
で
イ
ン
フ
ラ
へ

の
積
極
投
資
を
行
う
と
と
も
に
、

道
の
駅
を
舞
台
に
し
て
地
域
、
特

に
若
者
の
力
を
生
か
し
、
地
元
経

済
と
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

の
意
義
を
指
摘
し
た
。

　
谷
口
氏
が
掲
げ
た
「
ビ
ッ
グ
ピ

ク
チ
ャ
ー
」
は
、
将
来
を
展
望
す

る
「
問
題
の
全
体
像
」「
全
体
俯

瞰
図
」
の
意
味
。
少
子
高
齢
化
、

温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
、
コ
ロ

ナ
感
染
禍
、
そ
し
て
東
日
本
大
震

災
以
降
の
地
震
災
害
多
発
の
懸
念

が
高
ま
る
な
か
、
社
会
全
体
の
課

題
を
俯
瞰
す
る
視
点
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
、
と
強
調
。
国
土

強
靭
化
と
地
方
創
生
・
地
域
振
興

を
推
し
進
め
る
た
め
、
道
路
網
を

柱
に
据
え
た
長
期
的
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
計
画
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

 

重
要
な
公
共
事
業

　
日
本
経
済
の
停
滞
を
表
す
言
葉

と
し
て
「
失
わ
れ
た
30
年
」
が
定

着
し
て
久
し
い
が
、
谷
口
氏
は
そ

の
背
景
と
し
て
長
く
続
い
た
公
共

事
業
費
削
減
の
歴
史
を
挙
げ
、
若

者
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
「
防

災
・
減
災
に
よ
り
持
続
可
能
な
未

来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

公
共
事
業
を
位
置
づ
け
予
算
を
決

め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。

き道」「より道」を意味するバイウェイ (Byway) を組
み合わせたアメリカ生まれの取り組み。景観や自然環
境の保全整備に努めて地域の観光振興や地域活性化を
目指す。
　2006 年 1 月に国土交通省が、日本版シーニックバ
イウェイとして「日本風景街道」の名称で、対象ルー
トを指定する制度をスタート。住民、行政、NPO な
どが一体となり沿道景観作りに努める。22 年 12 月現
在、全国 145 ルートが指定。観光・地域づくりと防
災活動の連携が進む北海道は、指定ルート 14、候補
ルート 3があり、約 500 団体が活動。

【シーニックバイウェイ】　景観・シーン
(Scene) の形容詞シーニック (Scenic) と「わ

ことば

井上圭介
国交省企画課評価室長

和
なごみ

藤田義幸駅長
　山と川に囲まれ、春は山菜、夏は鮎、

京都府京丹波町坂原上モジリ 11
国道 27 号　TEL.0071-84-1008

秋は栗、黒大豆、冬はジビエと四季折々の地域食材
を使ったメニューが豊富。移り変わる景色を眺めな
がらお食事を楽しみください。「和知黒」「丹波栗」「丹
波大納言」等道の駅和でしか買えない農作物の直売、
それらを加工したお土産を販売しています。

関川
加藤弘駅長

　特産野菜などを販売する物産館、日

新潟県関川村上関 1252-1
国道 113 号　TEL.0254-64-0252

帰り温泉施設、多目的運動施設、国重要文化財
の渡邉邸をイメージした造りの「せきかわ歴史
とみちの館」など併設しています。全国の愛猫
家から高い評価をいただいている「猫ちぐら」
の制作実演は連日にぎわいます。

佐賀関
松尾島雄駅長

　瀬戸内海と外洋を結ぶ豊予海峡に面

大分市大平 989-6
国道 197 号　TEL.�097-576-0770

し、全国ブランド「関あじ」「関さば」水揚げ地で
す。イチオシはむろん、脂ののりや身の締まりが
秀逸な「関あじ丼」「関さば丼」と豪快な漁師料理
丼「リュウキュウ」。オリジナル商品さがのせき大
判椿油入りせんべい、味付けくろめも人気です。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
は
「
防
災
道
の
駅
　
人
が

紡
ぐ
　
点
か
ら
線
、
そ
し
て
面

へ
」。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
国
交

省
北
海
道
開
発
局
釧
路
開
発
建
設

部
の
大
野
崇
次
長
／
防
災
道
の
駅

「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」
の
加
藤

裕
之
駅
長
／
北
海
道
開
発
技
術
セ

災
害
対
応
の�

�
�

経
験
が
築
く
防
災
力

　
自
然
災
害
と
向
き
合
う
こ
と
で

防
災
力
が
高
め
ら
れ
て
き
た
―

―
。
道
の
駅
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー

ク
」
の
加
藤
裕
之
駅
長
は
、
設
置

者
の
厚
岸
町
や
北
海
道
整
備
局
と

の
連
携
で
向
上
し
て
き
た
災
害
対

応
の
歩
み
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
が
営
業
を

始
め
た
29
年
前
の
１
９
９
４
年
10

月
４
日
夜
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

・
２
の
北
海
道
東
北
沖
地
震
が
道

東
エ
リ
ア
を
襲
っ
た
。
厚
岸
町
の

揺
れ
は
震
度
６
。
職
員
の
頑
張
り

で
避
難
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
も
の
の
、
地
震
の
様
子

を
映
す
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
、
避

難
者
向
け
に
た
だ
流
す
程
度
の
対

応
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
厚
岸
町
の
防
災
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
毛
布
や

水
を
備
蓄
し
、
飲
料
水
メ
ー
カ
ー

と
も
防
災
協
定
を
結
ん
だ
。
職
員

の
緊
急
連
絡
網
や
防
災
対
策
組
織

を
作
り
、
震
度
５
以
上
、
津
波
警

報
発
令
時
に
は
、
職
員
の
緊
急
配

置
と
避
難
所
の
開
設
と
い
う
体
制

を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
２
０

１
１
年
の
３
・
11
東
日
本
大
震
災

の
発
生
時
は
、避
難
所
を
開
設
し
、

会
議
室
や
駐
車
場
の
開
放
、
情
報

提
供
、
炊
き
出
し
、
飲
料
自
販
機

の
開
放
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。

　
全
道
が
停
電
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
が
発
生
し
た
18
年
９
月
の

胆
振
東
部
地
震
で
は
、
レ
ン
タ
ル

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
稼
働
さ

せ
、
水
洗
ト
イ
レ
を
継
続
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
開
放
、
炊

き
出
し
も
実
施
し
た
。

　
こ
う
し
た
災
害
対
応
の
経
験
を

踏
ま
え
、
太
陽
光
発
電
機
、
蓄
電

池
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
な
ど
環

境
整
備
を
進
め
た
。
加
藤
駅
長
は

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

（
不
断
の
見
直
し
に
よ
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）、
救
急
講
習
、
備
蓄
資

材
の
管
理
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

や
節
水
式
ト
イ
レ
の
導
入
も
検
討

し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
と
連
携�

道
の
駅
が
地
域
と
観
光
客
を
守
る

　「
道
の
駅
と
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
の
連
携
が
北
海
道
、
日
本

を
活
性
化
し
て
い
く
」。
道
の
駅

第
３
ス
テ
ー
ジ
推
進
委
員
会
委
員

で
（
一
社
）
北
海
道
開
発
技
術
セ

ン
タ
ー
の
原
文
宏
理
事
は
、
両
者

の
コ
ラ
ボ
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　
知
床
ね
む
ろ
北
太
平
洋
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
運
営
代
表
者
会

議
の
伊
藤
泰
通
代
表
は
「
ど
う
や

っ
て
世
界
か
ら
知
床
・
根
室
エ
リ

ア
に
来
て
い
た
だ
く
か
が
大
き
な

テ
ー
マ
」
と
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
の
役
割
を
語
っ
た
。
広
大
で

人
口
密
度
が
低
い
北
海
道
は
集
落

が
少
な
い
。
道
の
駅
の
防
災
機
能

を
高
め
、
訪
日
外
国
人
も
含
め
観

光
客
を
災
害
時
に
支
え
る
場
と
し

て
「
道
の
駅
が
防
災
面
で
果
た
す

役
割
は
大
き
い
」
と
述
べ
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
扱
い

が
５
類
に
移
行
し
、
観
光
需
要
が

復
活
す
る
な
か
、
道
の
駅
の
役
割

が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
。（
一
社
）
厚
岸
観
光
協
会
の

田
辺
正
保
会
長
は
、
昨
年
９
月
の

調
査
で
厚
岸
を
訪
れ
た
観
光
客
の

94
％
が
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」

に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
挙
げ
「
道

の
駅
の
情
報
発
信
施
設
と
し
て
の

役
割
は
大
き
い
」
と
語
っ
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

（
一
社
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
カ
フ
ェ

の
山
崎
俊
巳
理
事
長
は
こ
の
日
の

論
議
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

　「
観
光
、
地
域
活
性
化
、
そ
し

て
防
災
に
お
け
る
道
の
駅
の
ポ
ー

タ
ル
と
し
て
の
意
義
が
本
日
の
論

議
で
確
認
で
き
た
。
こ
れ
を
ど
う

実
現
し
、
北
海
道
か
ら
全
国
に
広

げ
て
い
く
か
。
新
た
な
課
題
が
明

快
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

ン
タ
ー
の
原
文
宏
理
事
／
知
床
ね

む
ろ
北
太
平
洋
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
運
営
代
表
者
会
議
の
伊
藤

泰
通
代
表
／
（
一
社
）
厚
岸
観
光

協
会
の
田
辺
正
保
会
長
が
登
壇
。

（
一
社
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
カ
フ
ェ

の
山
崎
俊
巳
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

活
動
拠
点
と
し
て
の�

�

整
備
進
め
た
い

　
津
波
災
害
発
生
の
際
に
救
助
・

救
援
の
た
め
に
必
要
な
の
が
、
が

れ
き
で
ふ
さ
が
れ
た
道
路
を
切
り

開
く
道
路
啓
開
作
業
。
厚
岸
町
が

位
置
す
る
釧
路
・
根
室
地
域
で
の

手
順
や
流
れ
を
折
り
込
ん
だ
地
域

版
計
画
は
２
０
２
３
年
１
月
に
発

表
さ
れ
た
。
北
海
道
釧
路
開
発
建

設
部
の
大
野
崇
次
長
は
「
津
波
災

害
が
起
き
た
際
に
、
救
援
部
隊
が

浸
水
区
域
ま
で
駆
け
付
け
る
広
域

的
な
救
援
ル
ー
ト
は
計
画
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
６
月
に

防
災
道
の
駅
に
選
ば
れ
た
『
厚
岸

グ
ル
メ
パ
ー
ク
』
は
、
そ
の
活
動

拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
」

と
解
説
。

　
昨
年
９
月
に
は
グ
ル
メ
パ
ー
ク

を
舞
台
に
警
察
・
消
防
も
参
加
し

て
防
災
訓
練
も
実
施
さ
れ
、
地
元

の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
大
野
次
長
は
「
道
の
駅
が
観

光
や
生
活
の
拠
点
だ
け
で
な
く
、

防
災
の
拠
点
だ
と
い
う
こ
と
も
地

域
の
方
々
に
し
っ
か
り
認
識
し
て

い
た
だ
け
た
」
と
述
べ
「
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
、
貯
水
槽
な
ど
の
整

備
を
地
域
と
一
緒
に
進
め
た
い
」

と
、
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

☆第 58回登録（令和 5年 2月 28 日）道の駅＝ 6駅　　登録「道の駅」は全国で 1204 カ所に　
駅　名 所在地 路線名 特徴

和田宿ステーション　　　　　　　　　
（Ｒ 5年度開業予定）

長野県長和町和田 2834
番地 5

国道 142 号
近隣温泉「ふれあいの湯」や運動公園「湯遊パーク」、旧中山道「和田宿本陣」や宿場「和田宿街並み」
など周遊できる観光拠点施設に。町防災計画で物産加工施設は一時避難所に、駐車場は広域避難地に
指定。

蓮如の里あわら　　　　　　　　　　　　　
（Ｒ 5年 4月 22 日開業）

福井県あわら市吉崎
1丁目 801 番地

国道 305 号
市北部エリア広域観光のゲートウェイとして、隣接する「蓮如上人記念館」と連携しイベントの共同開催な
ど道の駅の機能を拡充。地元住人のニーズにあわせた品揃えで地元産品を活用し地域活力を支える拠点に。

若狹美浜はまびより　　　　　　　　　　　
（Ｒ 5年 6月 2日開業予定）

福井県美浜町松原第
35 号 15 番地の 1

国道 27 号
JR 美浜駅に隣接する「美浜町の玄関口」に。商業施設と共に広場や交流スペース、子育て交流施設を整備
し地域や世代を超えた「にぎわいの拠点」にも。非常用電源、貯水槽、備蓄倉庫整備で防災機能を強化。

海南サクアス　　　　　　　　　　　　　　　
（Ｒ 5年度開業予定）

和歌山県海南市下津
町小南 51 番地 1

国道 42 号
日本農業遺産「下津蔵出しみかんシステム」やしらす・ハモ等の海産物、紀州漆器の特産品を展示・販売・
PRする拠点に。地域資源を生かした観光情報発信、周辺観光施設への周遊拠点にも。防災機能を強化。

まきのさんの道の駅・佐川　　　　　　　　　　　　　
（Ｒ 5年度開業予定）

高知県佐川町加茂
2711 番地 1

国道 33 号
仁淀川流域エリアの玄関口に位置し、観光、地域交流や連携支援で重要な拠点施設に。地場産品や地
元農水産物活用で「食のおもてなし」拠点にも。子育て世代が楽しめる「木のおもちゃ美術館」や芝
生広場も。

きたごう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（Ｒ 5年度開業予定）

宮崎県日南市北郷町
郷之原乙 1477 番地 1

主要地方道　
日南高岡線

東九州自動車道の利便性、バス停留所設置で地域交通の結節点に。周辺道の駅との連携で観光地 PR
や回遊を促進。多世代交流で郷土料理や農産品の開発、継承と共に雇用創出や若者活動・定住支援も。

点
か
ら
線
、
そ
し
て
面
へ

道
の
駅
を
舞
台
に
進
化
す
る
防
災
力

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

大野崇釧路開発
建設部次長

田辺正保厚岸
観光協会会長

加藤裕之厚岸
グルメパーク駅長

山崎俊巳エコロジ
ー・カフェ理事長

原文宏北海道開発
技術センター理事

伊藤泰通知床ねむろ北太平洋
シーニックバイウェイ代表

（写真は全て
配信動画から）

いわて北三陸
大向昌彦駅長

　北三陸の〝海・山・里・ひと〟をつ

岩手県久慈市夏井町鳥谷第７地割 3-2
国道 45 号　TEL.0194-66-8830

なぐ広域交流観光拠点として、令和5年4月開
業しました。久慈市・洋野町・野田村・普代村の
特産品の海と山の幸を産直、フードコートで味わ
えます。屋内遊具が充実したキッズスペースに加
え、隣接の「イシツブテ公園」にポケモン遊具も。

千枚田ポケットパーク
坂口茂駅長

　世界農業遺産「能登の里山里海」の象

石川県輪島市白米町ハ部 99-5
国道 249 号　TEL.0768-34-1004

徴「白米千枚田」は、日本農業の聖地でもありま
さに絶景。10～3月、田んぼあぜ道に設けた約2
万5000個の太陽光発電ＬＥＤによる壮大なイルミ
ネーションが幻想的に輝きます。地元のお母さん
たちが握るおにぎりやお米入りソフトも好評です。

箱根峠
栗原曉子リーダー

　霊峰富士、芦ノ湖や箱根の山々を望む

神奈川県箱根町箱根 381-22
国道 1号　TEL.0460-83-7310

絶好の場所にあります。食堂では小田原老舗の宗
田鰹でとった出汁香る「箱根峠そば」や「峠の大
きいかき揚げそば」、かまぼこ棒などを提供。お
土産には新鮮な箱根西麓野菜、「箱根峠オリジナ
ルブレンドコーヒー」のドリップバッグをどうぞ。
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（日本は 2015�年値、他国は
2020�年値）

高速道路の車線数別延長構成比

　
土
木
学
会
の
「
イ
ン
フ
ラ
体
力
診
断
」
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
体
力
診
断
は
「
日
本
の
競
争
力
は
相

対
的
に
低
下
し
つ
つ
あ
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
イ
ン
フ
ラ

と
比
較
し
て
も
優
位
で
は
な
い
」
と
か
「
根
拠
な
き
イ

ン
フ
ラ
概
成
論
か
ら
脱
却
す
べ
き
」
と
の
多
方
面
か
ら

の
意
見
を
反
映
し
て
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
を
対
象
と
し
て

国
際
比
較
も
含
め
客
観
的
デ
ー
タ
に
よ
り
診
断
し
、
公

表
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
体
力
診
断
の
中
か
ら
数
回

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
高
速
道
路
で
す
。

【
量
的
診
断
】

　
戦
後
か
ら
整
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
の
高
速
道
路 19

インフラ体力診断 ①

の
質
も
大
き
く
向
上
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
日
本
が
優
れ

て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
自
動
運
転
や
ト
ラ

ッ
ク
隊
列
走
行
な
ど
、
新
た

な
交
通
に
対
応
し
て
い
く
た

め
の
技
術
開
発
、
道
路
構
造

と
い
っ
た
ハ
ー
ド
と
運
用
面

で
の
ソ
フ
ト
の
改
善
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

（〈
公
社
〉
土
木
学
会
専
務
理

事

　塚
田
幸
広
）

は
、
急
速
に
整
備
延
長
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

の
整
備
延
長
は
１
万
４
０
０
０
㌔
㍍
の
計
画
に
対
し
て

86
％
が
供
用
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
国
土
係
数
（
√PA
）
で
比
較
す
る
と
、
諸
外
国

に
比
べ
て
追
い
付
い
て
き
て
い
る
も
の
の
、
と
び
ぬ
け

て
大
き
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
事
業
実

施
に
至
っ
て
い
な
い
区
間
も
偏
在
し
て
い
ま
す
。

【
質
的
診
断
】

　
国
際
的
に
比
較
し
、
日
本
は
暫
定
２
車
線
の
区
間
が

38
％
と
非
常
に
多
く
、
事
故
・
災
害
・
工
事
時
に
通
行

止
め
が
長
く
続
く
な
ど
、
異
常
時
に
脆
弱
で
す
＝
図
参

照
。
ま
た
、
他
の
国
に
比
べ
て
地
域
間
の
移
動
速
度
や

交
通
分
担
率
が
低
い
こ
と
も
課
題
で
す
。

　
一
方
、
日
本
で
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
よ
う
に
国
全
体
が
統
一
し

た
シ
ス
テ
ム
を
運
用
・
改
善
し
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
Ｅ
Ｔ

Ｃ
２
・
０
の
進
化
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ 

　
地
震
や
津
波
、
巨
大
台
風
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
洪
水
、
河
川
の
決
壊
・
氾
濫
・
浸
水
、
冬
場
の
豪

雪
…
…
日
本
を
襲
う
自
然
災
害
は
近
年
、
頻
発
し
激
甚
化
し
て
い
る
。
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９

月
１
日
、「
関
東
大
震
災
」
が
発
生
。
近
代
化
が
進
む
日
本
の
首
都
圏
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
１
０
０
年
。
節
目
の
年
を
迎
え
国
土
交
通
省
は
、
国
民
の
防
災
意
識
を
高

め
日
ご
ろ
の
備
え
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
防
災
道
の
駅
を
中
心
に
全
国
の
道
の
駅
を
巡
回
す
る
「
災

害
写
真
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
道
の
駅
や
自
治
体
、
国
が
協
働
し
て
実
施
す
る
写
真
展
だ
。

　
甚
大
被
害
が
予
測
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
の

発
生
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
、
千
島
海
溝
地
震
や
日
本
海
溝

地
震
へ
も
警
戒
が
必
要
と
い
う
。
　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
ま
だ
12
年
だ
が
、
記
憶
は

風
化
し
始
め
て
い
る
。

　
国
は
大
規
模
災
害
に
強
い
国
土

強
靭
化
政
策
を
掲
げ
る
が
、
大
切

な
の
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
国
民
の
防
災
意
識
向
上
だ
。

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
子
々

孫
々
に
語
り
継
ぎ
、
災
害
に
対
処

す
る
心
構
え
を
準
備
し
て
ほ
し
い

と
、
国
交
省
は
道
の
駅
を
舞
台
に

災
害
写
真
の
巡
回
展
を
始
め
た
。

　
写
真
展
に
は
日
本
を
代
表
す
る

報
道
写
真
家
が
「
３
・
11
写
真
記

録
委
員
会
」
を
作
っ
て
出
版
し
た

写
真
集
「
災
害
列
島
・
日
本
～
49

人
の
写
真
家
が
伝
え
る
〝
地
球
異

変
〟
の
記
録
」（
扶
桑
社
）
の
採

録
全
写
真
の
ほ
か
、
関
東
大
震
災

の
写
真
も
同
委
員
会
が
提
供
し
、

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
千
葉
県
八
千
代
市
の
道
の
駅

「
や
ち
よ
」
は
３
月
上
旬
、
富
山

県
黒
部
市
の「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
く
ろ
べ
」

で
は
４
月
中
旬
、
福
岡
県
う
き
は

市
の
「
う
き
は
」
で
は
、
４
～
５

月
の
大
型
連
休
期
間
中
と
、
各
地

を
巡
回
展
示
し
た
。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
関
係
の

写
真
が
多
い
が
、
そ
れ
以
後
の
木

曽
御
嶽
山
噴
火
／
熊
本
地
震
／
九

州
北
部
や
西
日
本
豪
雨
…
…
等
、

ど
の
写
真
も
報
道
写
真
家
が
自
ら

現
場
取
材
し
個
々
の
視
点
で
と
ら

え
た
災
害
記
録
の
数
々
だ
。

　
各
会
場
と
も
防
災
に
つ
い
て
の

来
場
者
の
関
心
は
強
く
、
他
人
事

で
は
な
く
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

写
真
に
見
入
る
人
の
姿
が
目
立
っ

た
。
巡
回
展
は
そ
の
後
も
、
香
川

県
「
滝
宮
」、徳
島
県
「
い
た
の
」、、

兵
庫
県
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」、

北
海
道
「
て
し
お
」
な
ど
で
、
予

定
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
関
連
施
設
で
も
開
催

　
Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
の
関

係
会
社
、
関
西
都
市
居
住
サ
ー
ビ

ス
も
１
月
中
旬
～
３
月
下
旬
に
か

け
て
、
道
の
駅
で
は
な
い
が
関
西

の
関
連
施
設
５
カ
所
（
神
戸
市
、

大
阪
府
富
田
林
市
・
和
泉
市
、
奈

良
県
広
陵
町
・
香
芝
市
、
兵
庫
県

西
宮
市
）
で
、
同
様
の
内
容
の
企

画
展
「
過
去
に
学
び
、
未
来
に
備

え
る
、
災
害
と
対
策
展
」
を
開
催

し
た
。

　
昨
年
同
時
期
に
続
く
２
回
目
の

企
画
展
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

関
係
写
真
も
展
示
さ
れ
、
来
場
者

に
身
近
な
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
訴

え
、
防
災
・
減
災
へ
の
備
え
を
促

し
た
。

子
供
に
も
大
災
害
の
現
実
を
伝
え
た
い
＝
千
葉
県
八

千
代
市
の
道
の
駅
「
や
ち
よ
」
で

展
示
用
の
パ
ネ
ル
に
び
っ
し
り
と
並
ん
だ

災
害
写
真
の
数
々
＝
富
山
県
黒
部
市
の
道

の
駅
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
く
ろ
べ
」
で

道
の
駅
駅
長
や
町
役
場
、国
道
事
務
所
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
産
学
官
み
ん
な
で
設
営
準

備
＝
福
岡
県
う
き
は
市
の
道
の
駅
「
う

き
は
」
で

関東大震災の生々しい写真も展示

　
�

道
の
駅
巡
回�

国
交
省
が
防
災
よ
び
か
け

災
害
写
真
展
を
開
催

～高速道路～

豊前おこしかけ
楳澤弘樹駅長

　豊前海を望む風光明媚な地で、1年を通

福岡県豊前市四郎丸 1041-1
国道 10 号　TEL.0979-84-0544

して山の幸、海の幸が豊富に揃います。旬の農産
物や特産品をテーマにした月1回のイベントは毎
回大好評でにぎわいます。お食事処「屋台村」で
ハモなどの地の食材を生かしたバラエティー豊か
なオリジナル料理や元祖「道の駅弁」もどうぞ。

朝日
松村朗駅長

　物産会館をはじめ、農産物直売所、

新潟県村上市猿沢 1215
国道 7号　TEL.0254-72-1551

食堂、温泉、プール、宿泊施設と多様な楽しみ方
ができる村上市の観光拠点。おすすめは、村上の
特産塩引鮭を地元産コシヒカリとともに味わえる
定食や、村上茶を使用した緑茶ソフトクリームが
大好評。温泉付きの宿泊コテージも人気です。

ひろた
長田たまよ店長

　清流と豊かな自然に囲まれた道の駅。

愛媛県砥部町総津 117
国道 379 号　TEL.089-969-207

国道沿いには春は桜・秋は紅葉が見事で、季節の
彩を感じながらのドライブも楽しめる。やぐらが
そびえ立つ「峡の館」では、特産品の原木椎茸や
自然薯がお勧め。公園内にはイタリアンレストラ
ン「ひろたの森」や砥部焼の体験館などもある。
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「いいで」産学官民が協働し運営の知見得る

　
東
北
の
「
防
災
道
の
駅
」
で
の
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
取
り
組
み
実
験
に
向
け

て
動
き
出
し
た
の
は
、
飯
豊
町
と
東
北

「
防
災
道
の
駅
」
社
会
実
験
協
議
会
（
予

定
）。
実
験
の
舞
台
の
候
補
は
山
形
県

飯
豊
町
の
防
災
道
の
駅
「
い
い
で
」
だ
。

協
議
会
に
は
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会

や
東
北
み
ち
会
議
な
ど
の
他
、福
島
大
、

宮
崎
大
な
ど
の
研
究
機
関
も
参
加
、
国

土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所
も
協

力
す
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
ど
ん
な
取
り
組

み
を
す
べ
き
か
、
多
様
な
課
題
に
対
し

て
具
体
的
に
実
証
実
験
を
通
し
て
考
え

る
狙
い
で
、
１
～
２
年
を
か
け
て
実
験

し
た
い
と
し
て
い
る
。

　「
災
害
時
に
被
災
す
る
道
路
か
ら
救

援
す
る
道
路
」「
災
害
か
ら
人
と
暮
ら

し
を
守
る
道
路
」
へ
向
け
て
、
実
験
を

通
し
て
電
気
、
水
、
ト
イ
レ
、
情
報
、

食
料
、
簡
易
避
難
宿
泊
等
の
確
保
と
、

運
営
の
知
見
を
得
る
の
が
目
的
だ
。

　
現
在
あ
る
防
災
設
備
に
加
え
、
さ
ら

に
ど
ん
な
設
備
が
必
要
か
、
そ
の
施
設

・
設
備
を
ど
う
活
用
す
る
の
が
防
災
対

策
に
有
効
か
な
ど
を
試
行
。
高
齢
者
や

子
ど
も
、
子
育
て
世
代
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
ら
の
災
害
弱
者
に
対
し
、
災

害
時
の
避
難
者
の
ケ
ア
、
避
難
先
と
し

て
ど
ん
な
対
処
が
で
き
る
か
、
な
ど
も

実
験
し
た
い
。

　
特
に
平
常
時
と
非
常
時
の
切
り
替
え

　
道
の
駅
「
い
い
で
」
は
、
日
本
海
と

太
平
洋
（
新
潟
県
～
宮
城
県
）
を
結
ぶ

国
道
１
１
３
号
の
中
間
に
位
置
す
る
。

明
治
初
期
に
来
日
し『
日
本
奥
地
紀
行
』

を
書
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
冒
険
家
イ

ザ
ベ
ラ
バ
ー
ド
が
、
温
暖
な
気
候
や
作

は
重
要
で
、
施
設
・
設
備
を
ど
う
使
い

分
け
る
か
、
平
常
時
と
非
常
時
２
パ
タ

ー
ン
の
実
験
も
。
そ
う
し
た
災
害
支
援

へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
得
て
、
他
の
道

の
駅
へ
の
防
災
化
へ
の
モ
デ
ル
事
業
と

な
り
、
今
後
増
え
る
と
見
ら
れ
る
防
災

道
の
駅
の
計
画
・
運
営
面
で
の
指
標
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
。
実
際
の
実
験
で

は
「
産
」
を
代
表
し
て
（
一
社
）
ル
ー

ト
ス
ク
エ
ア
が
協
力
す
る
。

「
防
災
道
の
駅
」各
地
で
実
験
始
動

大
雨
洪
水
被
害
の
経
験
も

　
地
域
防
災
力
を
高
め
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の

が
、
２
０
２
１
年
に
全
国
で
39
カ
所
選
定
さ
れ
た
「
防
災
道
の
駅
」
だ
。
い

ざ
と
い
う
時
、
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
地
域
の
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

が
、
防
災
道
の
駅
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
、
現
場
に
は
悩
ま
し
い
課
題
だ
。

防
災
道
の
駅
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
る
実
証
実
験
が
、
東
北
の
防
災
道
の
駅
で

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
自
然
災
害
の
頻
発
化
、
激
甚
化
が
顕
著
に
な
る
な

か
、
産
学
官
民
が
協
働
し
て
試
行
す
る
実
験
で
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
、

全
国
的
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

道
の
駅
い
い
で

「
い
い
で
」
は
防
災
へ
の
意
識
や
関

心
が
高
く
、
全
国
を
巡
回
し
て
い
る

「
災
害
写
真
展
」
も
昨
年
、
こ
こ
を

皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た

施設パッケージの組み合わせの骨格
を担う移動可能なムービングハウス�

防災に必要な設備を組み合わせ、
平常時・非常時に切り替え可能
な施設パッケージのイメージ

非常時にも通信手段が確保で
きる通信インフラの設置例

物
の
豊
か
さ
か
ら
「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
」
と
称
賛
し
た
山
形
県
置
賜
地
方

の
真
ん
中
に
あ
る
。

　
し
か
し
「
い
い
で
」
は
昨
夏
、
大
雨

洪
水
で
土
砂
崩
れ
の
被
害
に
遭
い
、
防

災
道
の
駅
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
り
、
社
会
実
験
の
候
補
に
選

ん
だ
。

　
東
北
地
方
で
は
、
青
森
県
七
戸
市
の

道
の
駅
「
し
ち
の
へ
」
／
岩
手
県
遠
野

市
の
「
遠
野
風
の
丘
」
／
秋
田
県
大
仙

市
の「
協
和
」／
山
形
県
飯
豊
町
の「
い

い
で
」
／
福
島
県
猪
苗
代
町
の
「
猪
苗

代
」
の
５
カ
所
が
「
防
災
道
の
駅
」
に

選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
同
協
議
会
は
「
い
い
で
」
だ
け
に
終

わ
ら
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
防
災
道
の
駅
で

も
順
次
、
実
証
実
験
を
進
め
た
い
と
、

検
討
し
て
い
る
。

▼地図と測量の科学館のホームページ
　https://www.gsi.go.jp/MUSEUM/
▼地方測量部のホームページ
　https://www.gsi.go.jp/LOCAL-index.html

6 月 3日「測量の日」関連行事を各地で開催
　
国
土
地
理
院
は
、測
量
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
、

国
民
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
６
月
３
日
の
「
測
量
の
日
」
を
中
心
に
、
全
国
各

地
で
関
連
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
地
図
と
測
量
の
科
学
館

　
国
土
地
理
院
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）
は
６
月
４
日
、『「
測
量
の
日
」
特
別
企
画
　

見
る 

触
れ
る 

測
る 

国
土
地
理
院
２
０
２
３
』
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
企
画
で
は
、
国
土
地
理
院
が
提
供
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
理
空
間
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な

が
ら
地
図
と
測
量
に
関
す
る
体
験
が
で
き
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
日
本
水
準
原
点
一
般
公
開

　
５
月
24
日
に
は
我
が
国
の
土
地
の
高
さ
の
基
準
と
な

っ
て
お
り
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
日

本
水
準
原
点
」（
東
京
・
千
代
田
区
永
田
町
国
会
前
庭

北
地
区
内
）
を
一
般
公
開
し
ま
す
＝
雨
天
中
止
。

■
く
ら
し
と
測
量
・
地
図
展
、
ち
ば
地
図
展

　
６
月
７
日
～
９
日
に
、
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
で
「
く
ら
し
と
測
量
・
地
図
展
」
を
開
催
す

る
ほ
か
、
10
日
に
は
千
葉
県
香
取
市
の
み
ん
な
の
賑
わ

い
交
流
拠
点
コ
ン
パ
ス
で
「
ち
ば
地
図
展
」
も
開
催
す

る
予
定
で
す
（
主
催
：
千
葉
県
測
量
設
計
業
協
会
、
共

催
：
香
取
市
）。

■
そ
の
他

　
そ
の
他
全
国
各
地
方
で
開
催
さ
れ
る
行
事
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
地
方
測
量
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

てっくいランド大成
高橋貞光駅長

　目の前に広がる美しい日本海には親子

北海道せたな町大成区平浜 378
国道 229 号　Tel.01398-4-6561

熊岩やマンモス岩など奇岩が立ち並びます。夏は
海水浴場になり、駅のコインシャワーを利用する
お客様でにぎわいます。｢てっくい｣ はヒラメの
こと。海産物加工品やアイス等も販売しますので、
オススメは常駐の観光案内人にご相談ください。

豊平どんぐり村
圓山貴子支配人

　「そばの里」として町おこし35年。

広島県北広島町都志見 12609
県道 40 号　TEL.0826-84-1313

そば打ち体験施設、宿泊施設、スポーツ施設、食
事処、産直市等を備えた滞在型の道の駅です。毎
年11月には新そばを楽しむそばまつりを開催し、
多くの方々にお越しいただいています。手打ちそ
ばはもちろん新鮮な野菜、元気な花が人気です。

かみこあに
小笠原陽水支配人

　物産センターでは旬の野菜、山菜、き

秋田県上小阿仁村小沢田向川原 66-1
国道 285 号　TEL.0186-77-3238

のこなど季節の地場産品をはじめ、村特産の食用
ほおずき・こはぜ(ナツメハゼの実)を使ったジャ
ムやドリンクなどの加工商品、お土産品をお求め
いただけます。お食事処「秋田杉の館」では昔か
らの食文化を生かした馬肉料理が好評です。
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主
義
経
済
学
と
い
う
「
小
さ
な
政

府
・
規
制
緩
和
・
自
由
化
・
民
営

化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
目
指
す

こ
と
。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
な
る
世
界
の
ど
の
国
も

用
い
て
い
な
い
指
標
を
金
科
玉
条

と
し
て
掲
げ
、
歳
出
削
減
に
励
ん

で
き
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
当
然
の
結
果
と

し
て
国
民
の
貧
困
化
、
労
働
者
の

非
正
規
雇
用
化
、
結
婚
で
き
な
い

所
得
層
の
増
大
を
生
ん
で
し
ま
っ

た
。「
国
民
を
豊
か
に
し
、
福
利

を
も
た
ら
す
こ
と
」
で
こ
そ
、
政

戦
争
を
知
ら
な
い
政
治
家
と

リ
ア
リ
ズ
ム
喪
失

　
こ
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
か
ら

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
や
リ
ア
リ
ズ
ム
と

い
う
も
の
が
消
え
う
せ
、
観
念
論

に
基
づ
く
空
疎
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ

け
が
国
全
体
を
覆
っ
て
い
る
。
田

中
角
栄
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、

彼
が
「
戦
争
を
知
ら
な
い
政
治
家

ば
か
り
の
時
代
に
な
る
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
こ
と
が

あ
る
。

　
あ
の
角
栄
が
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
言
う
の
か
と
驚
い
た
記
憶
が
あ

る
が
、
い
ま
考
え
る
と
、
こ
れ
は

恐
る
べ
き
予
言
だ
っ
た
と
感
じ
入

る
の
だ
。
戦
前
・
戦
中
を
知
る
政

治
家
は
、
政
治
が
リ
ア
リ
ズ
ム
を

失
う
と
結
局
、
国
家
を
失
う
と
い

う
こ
と
を
肌
で
知
っ
て
い
た
人
た

ち
だ
っ
た
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
本
の
10
倍
も
あ

り
、
鉄
鋼
の
生
産
能
力
や
自
動
車

の
生
産
台
数
が
一
桁
ど
こ
ろ
か
二

桁
も
わ
が
国
を
凌
駕
し
て
い
る
国

に
正
面
か
ら
宣
戦
布
告
を
す
る
と

い
う
愚
か
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
喪
失

が
国
家
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
司
馬
遼
太
郎
氏
は
、
こ
れ
を
指

し
て
「
こ
の
国
は
時
に
リ
ア
リ
ズ

ム
を
失
う
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う

意
味
の
こ
と
を
述
べ
た
が
、
最
近

の
実
態
を
見
る
と
「
こ
の
国
は
時

に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
持
つ
こ
と
が
あ

っ
た
」
と
言
う
方
が
正
し
い
気
が

す
る
。

新
自
由
主
義
経
済
学�

�

と
い
う
観
念
論
の
弊
害

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
政
治

家
が
行
っ
て
き
た
の
が
、
新
自
由

「
国
土
学
」
が
解
き
明
か
す
日
本
の
再
興
④

列島保全への課題日本が再出発するための原点

　「
国
土
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
、
国
土
か
ら
の
恩
恵
は
得
ら
れ
な

い
」
と
国
土
学
を
提
唱
す
る
著
者
が
、
日
本
国
土
の
自
然
・
地
理
的

条
件
や
、
日
本
人
特
有
の
歴
史
観
・
死
生
観
を
、
諸
外
国
と
比
較
し

と
、
具
体
的
に
は
何
を
す
る
こ
と

な
の
か
を
示
せ
な
い
ま
ま
バ
ズ
ワ

ー
ド
で
あ
る
「
構
造
改
革
」
と
い

う
言
葉
が
横
行
し
た
り
、「
○
○

で
あ
る
べ
き
だ
論
」
的
な
観
念
論

が
は
び
こ
る
の
は
当
然
の
成
り
行

き
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
な
ぜ
か

く
も
短
い
時
間
で
リ
ア
リ
ズ
ム
を

喪
失
し
て
、
危
機
感
を
失
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
。

　
明
治
維
新
を
成
功
さ
せ
た
人
々

が
運
営
し
た
初
期
の
明
治
政
府

は
、
見
事
に
や
る
べ
き
こ
と
を
や

る
べ
き
手
順
で
成
し
遂
げ
て
き
た

観
が
あ
る
。
司
馬
遼
太
郎
氏
は
明

治
の
政
策
は
明
治
10
年
頃
ま
で
は

完
璧
だ
っ
た
と
い
う
意
味
の
言
葉

を
残
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
明
治
の
初
め
の
人
々

が
リ
ア
リ
ズ
ム
を
有
し
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
く
施
策
を
繰
り
出
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ズ

ム
は
国
語
辞
典
で
は「
現
実
主
義
」

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、「
事

実
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
政
策
や
対

策
の
議
論
も
で
き
な
い
と
い
う
考

治
家
は
国
民
か
ら
権
力
を
付
与
さ

れ
て
い
る
と
い
う
根
本
原
則
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
新
自
由
主
義
経
済
学
と
い
う
貨

幣
の
理
解
か
ら
し
て
間
違
っ
て
い

る
「
観
念
論
経
済
学
」
が
政
治
を

席
巻
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、

政
治
が
リ
ア
リ
ズ
ム
を
喪
失
し

て
、
あ
り
得
も
し
な
い
財
政
破
綻

論
を
信
奉
し
て
き
た
か
ら
な
の
で

あ
る
。
国
民
を
豊
か
に
で
き
な
い

政
治
が
ま
っ
と
う
で
正
し
い
政
治

で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た�

明
治
人
の
リ
ア
リ
ズ
ム

　
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
喪
失
す
る

リアリズムを取り戻すことが必要

「
国
土
学
」
が
解
き
明
か
す
日
本
の
再
興
大
石
久
和
著

な
が
ら
多
角
的
に
分
析
し
、
日

本
国
家
に
も
っ
と
も
適
し
た
国

づ
く
り
の
方
針
を
導
き
出
し
ま

す
。

発
行
：
海
竜
社

定
価
：
１
７
０
０
円
＋
税

え
方
」
と
説
明
す
る
方
が
よ
い
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
「
リ
ア
リ

ズ
ム
」
や
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
を

日
本
語
と
し
て
ぴ
っ
た
り
と
し
た

言
葉
を
持
て
て
い
な
い
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
が
リ
ア
リ
ズ
ム
を
欠
く

こ
と
が
多
い
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。

鉄
道
整
備
に
よ
る�

�

国
土
の
一
体
的
利
用

　
幕
末
期
の
武
士
か
ら
庶
民
に
至

る
ま
で
の
日
本
人
は
、
西
洋
列
強

に
好
き
な
よ
う
に
な
ぶ
ら
れ
て
い

る
清
国
を
見
て
「
わ
が
国
も
早
急

に
近
代
化
し
な
け
れ
ば
危
う
い
」

と
の
共
通
認
識
を
持
っ
た
。
遣
唐

使
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
わ
が
国
に

は
豊
か
な
和
風
文
化
も
育
っ
た

が
、
歴
史
の
全
期
間
を
通
じ
て
中

国
は
、
日
本
人
に
は
文
化
的
に
も

常
に
仰
ぎ
見
る
存
在
だ
っ
た
。

　
そ
の
中
国
の
、
の
た
う
ち
回
る

姿
が
わ
れ
わ
れ
の
反
面
教
師
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
司
馬
遼
太
郎
氏
の
指
摘
ど
お

り
、
明
治
初
期
政
府
の
施
策
は
見

事
な
も
の
だ
っ
た
。
全
国
に
素
早

く
学
制
を
敷
き
教
育
体
制
を
整
え

る
と
と
も
に
、軍
制
を
整
備
し
た
。

年
貢
米
制
度
か
ら
土
地
価
格
に
税

を
課
す
地
租
改
正
と
戸
籍
の
整
備

を
行
っ
て
税
制
を
整
備
し
、
極
め

て
早
期
に
全
国
に
通
信
網
を
め
ぐ

ら
せ
た
。

　
鉄
道
網
に
よ
っ
て
全
国
を
結
ぶ

の
も
早
か
っ
た
。特
筆
す
べ
き
は
、

現
在
の
東
海
道
本
線
に
あ
た
る
東

京
～
神
戸
間
を
１
８
８
９
年
に
完

成
さ
せ
た
２
年
後
の
１
８
９
１
年

に
は
上
野
～
青
森
間
を
結
ん
だ
の

だ
。
戊
辰
戦
争
の
影
響
が
あ
っ
た

に
せ
よ
、
国
土
の
一
体
化
、
国
土

の
一
体
的
利
用
に
か
け
た
明
治
初

期
人
の
意
気
込
み
と
判
断
の
正
し

さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
東
北
新
幹
線
・
上
野

～
新
青
森
が
全
通
し
た
の
は
２
０

１
０
年
で
あ
り
、
東
海
道
新
幹
線

開
通
後
46
年
も
た
っ
て
い
る
。
費

用
対
効
果
ば
か
り
追
い
か
け
る
の

か
、
そ
れ
と
も
国
土
全
体
を
利
用

し
や
す
く
す
る
と
の
考
え
に
立
つ

の
か
、
明
治
人
よ
り
現
代
人
の
方

が
進
ん
で
い
る
と
は
決
し
て
言
え

な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
リ
ア
リ
ズ
ム

に
満
ち
た
政
策
を
繰
り
出
し
た
明

治
人
も
、
１
８
９
４
年
の
日
清
戦

争
を
経
て
１
９
０
５
年
の
日
露
戦

争
に
勝
利
す
る
頃
に
な
る
と
事
大

主
義
が
は
び
こ
り
始
め
た
。
満
州

に
こ
だ
わ
り
、
ア
ジ
ア
の
希
望
の

星
か
ら
み
る
み
る
う
ち
に
ア
ジ
ア

の
侵
略
者
に
変
身
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

注１：経済企画庁総合開発局「政府固定資本形成および政府資本ストックの推計」1966 年 5月を用いて算出した。
注２：1870 ～ 74 年の国鉄は 1872 ～ 74 年の３ヵ年平均値、1875 ～ 79 年の農林漁業施設は 1877 ～ 79 年の３ヵ年
平均値、1910 ～ 14 年の治山施設は 1911 ～ 14 年の３ヵ年数値である。
出典：「公共投資１００年の歩み」沢本守幸　を元に作成

鉄道歴史展示室として再現された旧新橋停車場駅舎。鉄道開業の地東京・
汐留の歴史を紹介し、日本の近代化をけん引した鉄道の発展を学べる

明治政府における社会資本投資の推移
施設別社会資本投資額の構成比の推移（1960 年度価格による 5ヵ年平均値）

あっさぶ
尾山浩崇事務局長

　地元のヒノキアスナロで建てられた

北海道厚沢部町緑町 72-1
国道 227 号　TEL.0139-64-3738

木造の駅舎。厚沢部町が発祥のメークインが特産
で、令和4年度にはメークインを使用した2.5ｍ、
279kgの巨大コロッケがギネス世界記録に認定さ
れました。メークインをはじめ、農家直送の朝採
れ新鮮野菜が大人気です。地方発送可能！

鷲の里
小林正典駅長代理

　西日本一の長さを誇る太龍寺ロープ

徳島県那賀町和食郷田野 89
県道 19 号　TEL.0884-62-3109

ウェイの駅を併設しており、川越え、山越えの
圧倒的なパノラマ空中散歩のゴールが四国霊場
21番太龍寺になります。レストランでは郷土料
理の「かきまぜ」が大変好評で、ゆずの酸味と
香りが長旅で疲れた時でも食欲をそそります。

がいせん桜�新庄宿
河井富美販売担当

　夏の昼夜温度差が激しい土地はおい

岡山県新庄村 2190-1
国道 181 号　TEL.0867-56-2908

しい餅米に最適な気候条件で、村全域が「ヒメノ
モチ」づくりに取り組んでいます。旭川源流毛無
山のブナ原生林から湧き出る清流、澄んだ空気に
恵まれた大地が生む特産餅米で、豆餅、白餅、しゃ
ぶしゃぶ餅、大福がおすすめです。
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食
料
生
産
、
国
土
保
全
、
水
源

涵
養
な
ど
、
多
様
な
機
能
を
合
わ

せ
持
つ
「
棚
田
」
は
、
先
人
た
ち

が
国
土
に
働
き
か
け
を
続
け
て
く

れ
た
歴
史
の
た
ま
も
の
で
す
。
私

が
暮
ら
す
愛
知
県
東
三
河
地
域
に

も
素
晴
ら
し
い
棚
田
遺
産
が
遺
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
棚
田
地

域
振
興
の
お
話
し
で
す
。

棚
田
／
日
本
の
原
風
景

　「
棚
田
」
は
、
山
の
斜
面
や
谷

間
の
傾
斜
地
（
傾
斜
20
分
の
1
以

上
）
に
階
段
状
に
作
ら
れ
た
水
田

で
、
そ
の
機
能
は
単
に
食
料
生
産

に
留
ま
ら
ず
、
国
土
の
保
全
（
地

す
べ
り
・
土
砂
崩
壊
等
の
防
止
）

／
水
源
の
涵
養
／
洪
水
調
節
／
生

物
多
様
性
・
生
態
系
の
保
全
な
ど
、

多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。
日
本
を

代
表
す
る
「
美
し
い
景
観
」
の
一

場
面
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
棚
田
は
１
枚
１
枚
の

面
積
が
小
さ
く
傾
斜
地
で
労
力
が

か
か
る
た
め
、
中
山
間
地
域
の
過

疎
・
高
齢
化
に
伴
い
、
１
９
７
０

年
代
頃
か
ら
減
反
政
策
の
対
象
と

し
て
耕
作
放
棄
さ
れ
始
め
、
今
は

か
な
り
の
面
積
の
棚
田
が
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
わ
が
国
が
現
在
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
こ
と
が
出

来
て
い
る
の
は
、「
米
」
と
い
う

単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
が
極

め
て
高
い
穀
物
を
耕
作
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
島
国
で
多
く
の
日

本
人
を
養
う
こ
と
が
出
来
た
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
歴
史
的
に
見

て
も
棚
田
は
、
わ
が
国
が
誇
る
べ

き
貴
重
な
資
源
（
遺
産
）
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
谷
の
千
枚
田

　「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
国
道
２

５
７
号
の
道
の
駅
「
し
た
ら
」
か

ら
ほ
ど
近
い
、
愛
知
県
新
城
市
四

谷
地
区
に
あ
る
鞍
掛
山
麓
の
南
西

斜
面
、
高
低
差
約
２
０
０
㍍
の
階

段
状
に
広
が
る
棚
田
で
す
。

　
そ
の
名
の
と
お
り
か
つ
て
は
千

枚
以
上
の
田
ん
ぼ
が
耕
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
平
成
初
期
に
は

約
３
７
０
枚
に
ま
で
減
少
。
そ
の

後
、
耕
作
者
や
地
域
の
人
々
を
中

心
に
棚
田
の
保
存
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
現
在

は
３
・
６
㌶
の
棚
田
が
耕
作
・
維

持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
は
大
規
模
な
水
害
に
よ

っ
て
沢
沿
い
の
棚
田
が
す
べ
て
崩

壊
し
、
四
谷
の
千
枚
田
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
た
時
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
先
人
た
ち
は
鍬
と
モ
ッ
コ

で
棚
田
復
興
に
全
力
を
注
ぎ
、
貴

重
な
遺
産
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
く
れ
ま
し
た
。

棚
田
地
域
振
興
法
に�

�

基
づ
く
取
り
組
み

　
棚
田
荒
廃
の
危
機
が
差
し
迫
る

中
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
、

貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
る
棚
田

を
保
全
し
、
棚
田
地
域
が
持
つ
多

面
的
な
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る

「
棚
田
地
域
振
興
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
法
律
に
基

づ
き
棚
田
地
域
の
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
が
全
国
的
に
広
が
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
①
「
指
定
棚
田
地

域
」
の
指
定
に
よ
る
区
域
の
明
確

化
②
棚
田
の
保
全
や
地
域
振
興
の

取
り
組
み
を
行
う
主
体
と
な
る

「
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
」

の
設
立
③
棚
田
の
保
全
と
地
域
振

興
の
目
標
と
活
動
内
容
を
定
め
る

「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」

の
策
定
と
国
に
よ
る
認
定
―
―
の

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と

で
、
財
政
的
な
支
援
や
人
的
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
23
年
４
月
現
在
、
指
定
棚
田
地

域
は
41
道
府
県
で
７
１
９
地
域
あ

り
、
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
は

23
年
１
月
現
在
、
39
道
府
県
で
１

７
９
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
愛
知
県
東
三
河
地
域
で
は
唯

一
「
四
谷
の
千
枚
田
」
が
指
定
棚

田
地
域
に
指
定
さ
れ
「
四
谷
の
千

枚
田
地
域
振
興
協
議
会
」
が
作
成

し
た
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動

計
画
」
が
国
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」��

認
定

　
棚
田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
取

り
組
み
と
併
せ
て
農
林
水
産
省

は
、
改
め
て
優
良
な
棚
田
を
認
定

す
る
取
り
組
み
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ

～
（
ポ
ス
ト
棚
田
百
選
）」
を
実

施
し
て
お
り
、
全
国
で
２
７
１
の

棚
田
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
、
１
９

９
９
（
平
成
11
）
年
の
「
日
本
の

棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
の
認

定
も
受
け
て
い
ま
す
。
四
谷
の
千

枚
田
と
と
も
に
、
日
本
の
棚
田
百

選
に
選
ば
れ
て
い
た
設
楽
町
の

「
長
江
棚
田
」
は
今
回
、
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
に
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
背
景
に
は
高
齢
化
で
耕

作
農
家
が
わ
ず
か
一
軒
と
な
り
、

耕
作
地
の
縮
小
が
進
ん
で
い
た
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

　
棚
田
の
荒
廃
が
進
む
な
か
で

「
四
谷
の
千
枚
田
」
が
耕
作
・
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
の
は
、
し
っ

か
り
し
た
棚
田
保
全
団
体
が
支
え

て
い
る
か
ら
で
す
。そ
れ
が
97（
平

成
９
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
鞍
掛

シリーズ「国土教育」 棚田遺産「四谷の千枚田」

地域が一つに鞍掛山麓千枚田保存会

山
麓
千
枚
田
保
存
会
」
で
す
。

　
同
保
存
会
の
活
動
は
、
◆
地
元

小
学
生
や
市
内
の
高
校
生
に
よ
る

稲
作
体
験
、
地
元
企
業
の
新
入
社

員
研
修
、
国
内
外
か
ら
の
農
業
視

察
の
継
続
的
受
け
入
れ
◆
棚
田
の

景
観
を
構
成
す
る
農
道
、
あ
ず
ま

や
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
ト
イ
レ
、
案

内
看
板
等
各
施
設
周
辺
の
草
刈
等

の
日
常
的
管
理
◆
毎
年
６
月
の

「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」、
12
月

の
「
収
穫
感
謝
祭
」
等
の
イ
ベ
ン

ト
実
施
な
ど
棚
田
に
お
け
る
都
市

農
村
交
流
を
通
じ
た
関
係
人
口
の

創
出
・
拡
大
に
よ
る
地
域
振
興
◆

毎
月
の「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

の
定
期
発
行
な
ど
幅
広
く
、
か
つ

精
力
的
な
も
の
で
す
。

「
棚
田
」
の
イ
ン
フ
ラ
価
値

　
棚
田
地
域
は
農
産
物
の
供
給
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
土
の
保
全
、
水

源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の
確
保

そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
、
良

好
な
景
観
の
形
成
、
伝
統
文
化
の

継
承
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
を

有
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
棚
田
」

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
は
、
わ
が
国
の

国
土
に
最
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
古
く
は
古
墳
時
代
に
出
現
し
、

室
町
時
代
前
期
の
文
書
に
は
〝
棚

田
〟
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

棚
田
は
ま
さ
に
、
古
代
か
ら
稲
作

農
業
を
営
ん
で
き
た
多
く
の
先
人

た
ち
が
国
土
に
働
き
か
け
続
け
て

く
れ
た
歴
史
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
も
、

棚
田
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し
、

次
の
世
代
に
し
っ
か
り
遺
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
国
土

学
ア
ナ
リ
ス
ト

森
田
康
夫
）

田
起
こ
し
に
取
り
組
む
地
元
小
学
校
児
童

（
出
典
：
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
第
２
３
３
号
）

四谷の千枚田（愛知県新城市）

阿久根
石川秀和駅長

　眼下に東シナ海を見下ろし、遠くに

鹿児島県阿久根市 4816-6
国道 3号　TEL.0996-74-1400

甑島を望む絶好のロケーションで、特に夕日は絶
景です。レストランでは前浜で水揚げされたばか
りの海鮮丼がおいしく、おしゃれなドーナツスタ
ンドでは特産の文丹や黒糖などこの地ならではの
フレーバーが味わえ、コーヒーも特別焙煎です。

湖北みずどりステーション
大山善次駅長

　美しい夕日を望む湖畔、透明度の高

滋賀県長浜市湖北町今西 1731-1
県道 331 号「さざなみ街道」　TEL.0749-79-8060

い奥琵琶湖の水べり。多様な水鳥が訪れるうえ、
『日本の夕日百選』にも選ばれた地として知ら
れ、豊かな自然観察に訪れる多くの人々を魅了
する道の駅です。地元農家の採れたて野菜や果
物、近江米やお惣菜、鮒ずしも販売しています。

おかべ
坂本大成チーフ

　野菜のまち深谷市ですので、野菜が

埼玉県深谷市岡 688-1
国道 17 号深谷バイパス　TEL.048-585-5001

あふれる道の駅です。全国ブランド深谷ねぎをは
じめ、春のフルーツトマト、夏のスイートコーン
と、季節ごとの目玉商品や旬の野菜、そして切花
で一年中楽しむことができます。深谷ねぎを使っ
たお土産や名産のお漬物も豊富な品揃えです。
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に
た
新
に
月
３
年
２
２
０
２

万
４
は
積
面
地
敷
、
と
る
め
含
も

武
阿
県
口
山
る
誇
を
さ
広
る
す
敵

点
原
の
」
町
武
阿
「
駅
の
道
の
町

仮
た
れ
わ
行
に
年
１
９
９
１
、
も

た
し
用
活
を
ト
ン
テ
と
レ
イ
ト
設

　

い
沿
号
１
９
１
道
国
の
町
武
阿

元
地
、
を
験
実
会
社
た
し
施
実
で

（聞
新
口
山
の

91
年
10
月
11

）
付
日

記
た
げ
掲
を
し
出
見
な
ん
そ
、
は

。
る
い
て
し
介
紹
で
事

　

ン
テ
、
レ
イ
ト
設
仮
、
場
車
駐

憩
休
と
所
売
販
品
産
特
の
り
張
ト

手
信
通
。
る
あ
に
事
記
と
、
た
れ

。
る
い
て
え
伝
に
今
は
事
記
を

　

イ
ラ
ド
た
れ
く
て
め
と
を
車
「

。
た
し
ま
し
売
販
て
で
茹
を
ん
ど

販
動
移
の
町
、
に
か
ほ
の
所
売
直

し
動
出
も
』
君
と
さ
る
ふ
『
車
売

の
元
地
、
時
当
。」
た
し
ま
い
て

加
参
に
験
実
て
し
と
員
職
協
漁

」
町
武
阿
「
駅
の
道
、
在
現
、
し

さ
介
満
中
田
る
め
務
を
人
配
支
の

　

。
る
げ
掲
を
板
看
の
」
駅
の
道
「、
け
設
を
所
売
販
の
ど
な
菜
野
の
り
張
ト
ン
テ
や
レ
イ
ト
設
仮
に

の
前
足
発
度
制
の
年
３
９
９
１

91

国
全
ら
か
年

12

道
つ
持
を
能
機
の
つ
三
の
携
連
域
地
る
な
と
核
の
り
く
づ
ち
ま
、
信
発
報
情
の
路
道
や
域
地
、
憩
休

け
続
し
化
進
ら
が
な
し
や
増
を
数
の
そ
、
て
し
と
点
拠
の
災
防
域
地
や
生
創
方
地
、
し
実
結
に
駅
の

。
る
い
て

進化する「道の駅」30年の今昔

。
る
返
り
振
に
う
そ
し
か
懐
は
ん

 
 

魚
鮮
て
し
そ
物
果
・
菜
野

　

に
」
駅
の
道
「
し
足
発
が
度
制

た
れ
さ
録
登
に
式
正

93

、
月
４
年

産
元
地
、
は
」
町
武
阿
「
駅
の
道

伝
、
物
果
や
菜
野
の
群
抜
度
鮮
の

る
れ
さ
げ
揚
水
で
漁
網
置
定
の
統

も
と
と
所
売
直
う
扱
を
ど
な
魚
鮮

浴
温
た
し
用
利
を
泉
温
然
天
、
に

て
し
と
駅
の
道
た
し
設
併
を
設
施

25

も
で
ん
し
楽
を
然
自
な
か
豊
「
は

グ
ロ
プ
験
体
な
ま
ざ
ま
さ
る
え
ら

の
域
地
で
ム
ラ

し
感
体
を
力
魅

関
、
い
ら
も
て

や
増
を
口
人
係

る
す
住
移
て
し

や
増
も
ち
た
人

な
つ
に
と
こ
す

夢
と
」
い
た
げ

。
る
語
を

ち
ま
の
町
武
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。
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光
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 テントを張って 1991 年 10 月から行われた阿武町の「社会実験」

昨春オープンした「ABUキャンプフィールド」

 年間約 40 万人が訪れる道の駅「阿武町」

舗
店
設
仮
の
ト
ン
テ
は
り
ま
始

　

町
武
阿

　

知
付
道
街
花

さかい
野口富太郎駅長

　新鮮野菜や地元食材をふんだんに使うサ

茨城県境町 1341-1
県道 17 号　TEL.0280-87-5011

ンドイッチ店「さかいサンド」、建築家隈研吾さん設
計の「茶蔵」や沖縄のアンテナショップ「沖縄県国
頭村公設市場」、完全予約制の鉄板焼店「SAKAITEPPAN 
by Wolfgang Zwiener」などおいしさとワクワクがと
まらないリバーサイドステーションです。

まるせっぷ
佐々木修一駅長

　緑の三角屋根が特徴の「木芸館」は

北海道遠軽町丸瀬布元町 42-2
国道 333 号　TEL.0158-47-2010

地元の豊富なアカエゾマツをイメージしていま
す。木材をふんだんに使用した館内では、木の温
もりとアカエゾマツでつくった自動演奏ピアノが
響き渡り、運転疲れもリフレッシュしてくれます。
大人気のオートキャンプ場も近くにあります。

七ヶ宿
伊藤良一駅長

　宮城県第1号の道の駅で今年30周年。

宮城県七ヶ宿町上野8-1
国道113号　TEL.0224-37-2721

七ヶ宿ダム湖畔の広大な自然休養公園に隣接し、
春夏秋冬の眺望が楽しめます。売店では蔵王山麓
でとれた野菜や果物、山菜、キノコなど旬の産物
を販売、食堂では人気のダム湖カレーや蔵王担々
麺など多数のメニューを取り揃えております。
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　「道の駅」は休憩や物販、飲食、地域の観光情報発信などを目的
に市町村などが設置し、国土交通省が道の駅として登録する公共
施設。大半は第 3セクターや JA、地元企業など民間セクターが指
定管理者として運営。設置者と登録者は「官（市町村＋国）」だが
運営は民間委託が定番。「民」の知恵と創意工夫で、地場産業振興、
地域コミュニティーの活性化、交流人口増大、地域防災力向上、買
い物難民対策など、地域が抱える多様な課題解決の拠点としての役
割も果たす。

　2月 28 日現在 1204 カ所に増え、今や地域振興や地域防災の拠
点として欠かせない存在に育った道の駅。1990 年に広島で開かれ
た「中国地域づくり交流会シンポジウム」で「鉄道の駅のように、
道路にもトイレがある駅があってもよいのでは」との発言が、「道
の駅」制度化のきっかけとされる。91 年、山口、岐阜、栃木の 3
県で、国道沿いに「道の駅」の看板を掲げた社会実験が行われた。
　民間団体・地域交流センターの創設者で、社会実験の事務局役を
務め中心になって推進した田中栄治さん（故人）の著書「地域連携
の技法」によると、簡易トイレを置いてテント張りの直売場を設け
たところもあれば、トイレがある既存の公的施設に看板を掲げてド
ライバーに利用を呼び掛けたところもあった。参加した人たちの多
くが「道の駅」の看板のもと、地域結束の手ごたえを実感したとさ
れている。阿武町の当時の担当者は、田中さんらに次のような感想
を寄せたという。
　「農協・漁協・婦人会・産業開発協会等多くの主体がかかわり、
町内のコミュニティーの活性化につながった。実験終了後は、本格
的に『道の駅』をスタートさせたい」　社会実験の成果は、建設省（現
国土交通省）の懇談会の検討を経て、道の駅の登録・案内制度に結
実し 93 年 4月 22 日、全国 103 カ所の道の駅が登録され、以来 30
年で約 12 倍に増えた。
　全ての道の駅の経営が順調な訳ではないが、特産品を販売し、郷
土料理を提供するだけでなく、人口減少でスーパーや食料品店が撤
退した地域では、食品をはじめ生活必需品を地元住民に提供する暮
らしを支える場でもある。広い駐車場とトイレ、地域の食材と調理
施設を備えた道の駅は、災害時には住民と観光客を守る防災の砦（と
りで）にもなる。東日本大震災以降、日本列島は地震の活動期に入っ
たと言われ、地方は人口減少に歯止めがかからない。道の駅は「地
域を守る」役割も担い始めている。

公設民営で地域を支える道の駅

全国展開の背景に民間の知恵

30周年記念「ペーパー・コースター」

先進モデル事業討論会

交
土
国
夫
鉄
藤
斉
る
す
つ
さ
い
あ

臣
大
通

 テントを張って 1991 年 10 月から行われた阿武町の「社会実験」

 年間約 40 万人が訪れる道の駅「阿武町」

会
絡
連
駅
の
道
国
全

 

　直径 9ｃｍ。中央に「道の駅 30th」の国道標識風マークを置き、
その上に「道の駅」の公式シンボルマーク。円周付近には制度がス

タートした 1993 年 4 月 22 日から現在までを
示す数字を描いた。近畿「道の駅」連絡会が道
の駅制度 30 周年のノベルティー・グッズとし
て制作した記念のペーパー・コースターだ＝写
真。2府 5 県 154 の道の駅で 4月 22 日の「道
の駅の日」以降の記念事業に活用してもらう。
配布枚数は各駅 350 枚。

さんのへ
藤村立夫駅長

　岩手県境の山と緑に囲まれ、南部藩

青森県三戸町川守田西張渡 39-1
国道 4号　TEL.0179-22-0600

発祥地としての歴史と豊かな自然に恵まれた三戸
町。三戸城をイメージした駅舎では、三戸せんべ
い、三戸りんごジュースなど特産品や民工芸品、
周辺市町村のお土産が満載で、すぐ近くにある公
認パークゴルフ場のお客様も大勢利用されます。

アルプ飛騨古川
中家久和駅長

　北アルプス・乗鞍岳を一望できる道

岐阜県飛騨市古川町上町 1348-2
国道 41 号　TEL.0577-74-0150

の駅。地元の農産物や加工品を販売する直売所、
飛騨名物の中華そばのお店や食事処などもあり、
地元のグルメを堪能できます。また、情緒豊かな
城下町「飛騨古川」周辺観光やイベント等のパン
フレットも充実、旅の情報収集にも最適です。

グリーンロード大和
難波秀行駅長

　江の川沿いの緑に囲まれた小さな道

島根県美郷町長藤 230-2
国道 375 号　TEL.0855-82-2812

の駅ですが、裏手に春は桜咲き誇る散策路が整
備され、リフレッシュにぴったり。木の内装が
落ち着くカフェでは、邑智地域の名物山くじら
（イノシシ）やまたたび関連食材、希少果物ポポー
ジェラート等独自製品を扱って頑張っています。
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０
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０
０
０
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叫
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80
万
人
以

下
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
減
少
し

て
い
る
の
で
す
。

　
実
は
、
こ
の
数
字
を
上
げ
る
の

は
も
う
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
と
考

え
ま
す
。
現
在
、
20
歳
～
40
歳
の

女
性
層
は
１
２
９
７
万
人
い
ま
す

が
、
20
年
後
に
こ
の
年
齢
層
に
達

す
る
現
在
１
歳
～
19
歳
の
女
性
は

１
０
０
７
万
人
し
か
お
ら
ず
、
２

９
０
万
人
も
出
産
年
齢
層
の
女
性

が
減
少
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
特
に
男

性
の
非
正
規
雇
用
化
の
増
大
に
よ

る
「
職
の
不
安
定
化
と
貧
困
化
に

よ
る
非
婚
化
」
で
、
50
歳
時
点
で

の
男
性
の
未
婚
率
は
ど
ん
ど
ん
上

昇
し
て
、
最
近
で
は
30
％
近
く
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

男
性
の
有
配
偶
率
は
30
歳
か
ら
34

歳
の
年
齢
層
で
、
正
規
雇
用
で
は

59
％
で
す
が
、
非
正
規
雇
用
で
は

22
・
３
％
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
で
は
15
・
７
％
と
ず
い
ぶ
ん
低

い
の
で
す
。

　
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
で
は
、

長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

収
入
が
前
提
と
な
る
「
結
婚
し
て

子
供
を
持
つ
こ
と
」
に
踏
み
切
れ

な
い
の
で
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

直
近
の
22
年
の
デ
ー
タ
で
も
、
正

規
雇
用
が
前
年
比
12
万
人
も
減
っ

て
、
非
正
規
雇
用
が
13
万
人
も
増

え
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
で
少
子
化
の
解
決
策
は
、

子
ど
も
手
当
ア
ッ
プ
だ
と
か
出
産

費
用
支
援
な
ど
だ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
異
次
元
の
対

策
と
い
う
の
な
ら
、
も
っ
と
問
題

の
本
質
に
切
り
込
ん
で
ほ
し
い
も

の
で
す
ね
。

少
子
化
の
本
当
の
原
因

進
む
道
の
駅
と
の
連
携

　「
景
色
も
大
切
な
資
源
」
―
―

シ
ー
ニ
ッ
ク
の
活
動
を
始
め
た
頃

に
飛
び
込
ん
で
き
た
、
こ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
私
が
暮
ら
す
知
床
半
島

の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
ウ
ト
ロ
地

域
へ
の
道
路
は
１
本
だ
け
の
国
道

３
３
４
号
で
す
。
猛
吹
雪
や
大
雨

な
ど
の
自
然
災
害
で
通
行
止
め
に

な
り
、
観
光
客
を
含
め
て
陸
の
孤

島
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
世
界
自
然
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
た
知
床
半
島
、
そ
の
豊

か
で
美
し
い
雄
大
な
自
然
の
恵
み

に
文
字
通
り「
生
か
さ
れ
て
い
る
」

自
覚
と
誇
り
を
持
つ
地
域
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
自
慢
の
一
つ
が

「
流
氷
」。
こ
ん
な
に
「
流
氷
」
を

間
近
で
見
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
で
き

る
道
路
は
、こ
こ
だ
け
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
冬
季
間
の
除
雪
作
業

で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
雪
が
積
み
重

な
っ
て
で
き
る
壁
が
、
そ
の
景
観

を
妨
げ
て
し
ま
う
た
め
「
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
雪
か
き
」
を
地
域
の
み

ん
な
と
18
年
前
に
ス
タ
ー
ト
。
２

０
１
５
年
に
は
国
土
交
通
省
の

「
手
作
り
ふ
る
さ
と
賞
」
を
受
賞
、

22
年
に
は
さ
ら
に
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
プ
ラ
ス
し
て
大
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
日
本
風
景
街
道
」
を
北
海
道
で
は
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
」
と
呼
び
ま
す
。
北
海
道
は
広
い
の
で
、
現
在
は
各
エ
リ
ア
14

の
ル
ー
ト
に
別
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
＝
２
面
の
「
こ
と
ば
」
参

照
。
広
い
北
海
道
で
、
各
地
域
を
つ
な
ぐ
「
道
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
拠
点
と
し
て
の
「
道
の
駅
」
を
含
め
た
、
つ
な
が
り
か
ら
生

ま
れ
た
私
た
ち
の
活
動
を
、
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
桜
井
あ
け
み
・
東
オ
ホ
ー
ツ
ク
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
連
携

会
議
代
表
）

国土学アナリスト
　

北海道の「シーニックバイウェイ」

ガードレールの雪かきに参加した仲間たち

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

昨年度の手づくり郷
土賞で大賞を受賞

寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
和
気
あ
い
あ

い
の
雪
か
き

■タメルラボの特長
▽大容量
　�最大１万 2000Wh の大容量で長期間バック
アップを実現
▽ソーラーパネル充電　自然エネルギー充電可能
▽安全性
　各種安全認証規格取得
▽簡易操作
　誰でも使える簡単設計
▽超軽量
　軽量だから持ち運び自在
▽いつでも・どこでも
　平時、有事も場所の制限なく使用可能

大容量ポータブルバッテリー Tameru�Lab．（タメルラボ）
　
生
活
・
生
存
に
「
電
力
」
は
不
可
欠
で
す
が
、
自
然

災
害
発
生
地
の
大
半
で
停
電
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
水

や
食
料
は
備
蓄
さ
れ
て
い
て
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
）

の
備
え
」
は
脆
弱
で
す
。

　
医
療
機
器
、
冷
暖
房
、
通
信
、
照
明
等
、
多
く
は
電

気
で
動
き
、
時
に
命
に
直
結
し
ま
す
。

　
大
容
量
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
【Tam

eru Lab.

（
タ
メ
ル
ラ
ボ.

）】
で
、「
防
災
道
の
駅
」
が
災
害
時
に

人
々
の
命
を
守
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま

す
。

キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
持
ち
運
び
も
自
由

みついし
大野克之駅長

　マリンレジャーの拠点三石海浜公園内

北海道新ひだか町三石鳧舞 161-2
国道 235 号　TEL.0146-34-2333

にあり、オートキャンプやデイキャンプ場、露天
風呂から太平洋を一望できるみついし昆布温泉「蔵
三」、宿泊施設、レストランなどが立ち並んでいます。
特産品販売センターも設けられ、全国ブランドの日
高昆布など名産品を求めるお客様でにぎわいます。

はなわ
佐藤光一駅長

　東北最南端の道の駅。緑の芝生や季

福島県塙町塙桜木町 388-1
国道 118 号　TEL.0247-44-0123

節の花々が整備され、目の前に流れる久慈川はお
客様に安らぎを与えてくれます。あくまでも地産
にこだわり、安心・安全で新鮮、安価な自慢の
品がいっぱい並んでいます。ヘルシーな刺身こん
にゃく、コンニャク餅、ダリアソフトも人気です。

花の里いいじま
北原秀美マネージャー

　山岳県長野県のなかでも、南アルプ

長野県飯島町七久保 2252
県道 15 号　TEL.0265-86-6580

ス、中央アルプスのふたつのアルプスを望むこ
とができる絶好の立地が自慢。山々をくぐり抜
けてきた伏流水は豊富な農産物を育み、安全で新
鮮な野菜や果実を主とした直売所は人気スポッ
トで、往き交う人々に憩いの空間を提供します。
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18 年「ガードレールの雪かき」

雪かきと避難訓練の集合・スタートは道の駅ウトロ

　「
道
の
駅
っ
て
、
峠
の
茶
屋
」

か
な
？
　
道
の
駅
は
、
私
た
ち
が

車
で
移
動
す
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
道
の
駅
が
有
す
る
機
能
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。

　
ま
だ
徒
歩
や
馬
や
駕
籠
？
で
移

動
を
し
て
い
た
時
代
か
ら
要
所
に

配
さ
れ
て
い
た
「
峠
の
茶
屋
」
は
、

お
茶
と
お
団
子
を
い
た
だ
く
だ
け

で
な
く
、
行
き
交
う
人
々
の
情
報

を
得
る
場
所
だ
っ
た
は
ず
。

　
素
敵
な
景
色
を
ド
ラ
イ
ブ
と
い

う
手
段
で
移
動
す
る
。
ご
自
慢
の

景
色
を
地
域
が
誇
り
を
持
っ
て
提

供
す
る
。
住
ん
で
い
る
人
、
訪
れ

る
人
含
め
て
命
を
守
る
。
そ
こ
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、
私
た
ち
の
地

域
で
は
「
道
路
」
で
す
。
知
床
ウ

ト
ロ
で
暮
ら
し
、
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
の
活
動
が
、
実
は
、
日

本
風
景
街
道
の
テ
ー
マ
の
延
長
線

に
つ
な
が
る
。
そ
ん
な
気
づ
き
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手
が

け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、
歴
史

や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く

こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

　
企
業
で
も
受
験
で
も
結
果
が
全

て
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
ほ
と
ん
ど
評

価
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
旅
行
で

は
最
終
目
的
地
に
た
ど
り
着
く
こ

と
だ
け
が
旅
の
目
的
で
は
な
い
。

橋
を
渡
る
た
び
、
ト
ン
ネ
ル
を
越

え
る
た
び
に
移
ろ
う
景
色
を
見
る

こ
と
も
、
旅
の
楽
し
み
と
思
う
。

　
景
色
を
見
る
と
、
そ
の
地
方
ら

し
い
面
影
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。

カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
歌
詞
と
一
緒

に
映
し
出
さ
れ
る
背
景
を
見
る

と
、
こ
れ
は
あ
の
地
方
だ
な
と
な

ん
と
な
く
わ
か
る
。
展
覧
会
の
絵

を
見
て
い
て
、
こ
れ
が
ど
の
地
方

な
の
か
も
な
ん
と
な
く
わ
か
る
。

風
景
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々

が
長
い
時
間
を
か
け
て
創
り
あ
げ

て
い
る
も
の
な
の
だ
と
思
う
。

　
観
光
学
を
学
ん
で
い
た
学
生
の

頃
、
調
査
に
向
か
う
車
中
で
居
眠

り
を
す
る
と
指
導
教
員
か
ら
叱
ら

れ
た
。「
風
景
は
太
古
の
昔
か
ら

そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
人
々

が
生
活
に
合
う
よ
う
に
創
り
あ
げ

て
き
た
も
の
な
の
だ
。
風
景
は
そ

こ
に
住
む
人
々
の
生
活
を
現
し
て

い
る
」
と
教
わ
っ
た
。「
植
物
は

嘘
を
つ
か
な
い
よ
」
つ
ま
り
植
物

は
育
つ
と
こ
ろ
に
し
か
育
た
な

い
。
だ
か
ら
植
生
や
農
作
物
を
み

る
と
、
そ
の
地
域
が
特
定
さ
れ
て

く
る
。
生
活
の
香
り
も
漂
う
。

　「
日
本
風
景
街
道
」
は
国
の
制

度
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
元
の
人

が
押
し
つ
け
ら
れ
て
実
施
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
住
む

人
々
が
自
分
た
ち
の
住
む
「
ま

ち
」
を
良
く
す
る
た
め
、
ま
た
来

訪
し
て
く
れ
る
人
に
気
持
ち
よ
く

過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
元

の
人
々
の
活
動
を
応
援
す
る
制
度

で
あ
る
。

　
今
や
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
海

外
に
も
普
及
し
て
い
る「
道
の
駅
」

と
絡
め
て
、
風
景
街
道
を
道
の
駅

と
連
携
し
て
利
用
す
る
試
み
を
進

め
て
い
る
。
道
の
駅
は
地
域
の
拠

点
と
な
り
、
そ
こ
に
到
達
す
る
移

動
環
境
を
風
景
街
道
が
盛
り
上
げ

る
。
こ
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
動
か

し
て
い
る
の
は
、
行
政
で
も
リ
ー

ダ
ー
で
も
な
く
地
元
の
人
々
な
の

だ
と
思
う
。

　
関
東
地
域
の
風
景
街
道
で
は
、

活
動
表
彰
に
携
わ
る
委
員
や
道
路

行
政
を
担
当
す
る
方
々
が
、
そ
の

都
度
当
地
を
訪
れ
て
、
表
彰
を
直

接
伝
達
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が

活
動
を
続
け
て
い
る
人
々
の
励
み

に
な
れ
ば
と
の
考
え
か
ら
だ
。
当

地
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
な
ど
何

で
も
な
い
こ
と
だ
。

　
委
員
会
の
活
動
は
地
味
な
こ
と

に
過
ぎ
な
い
が
、
委
員
会
の
行
動

が
地
元
で
も
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
、
毎
年
提
出
さ
れ
る
風
景
街
道

の
活
動
報
告
書
も
丁
寧
に
な
っ
て

き
た
と
感
じ
る
。
ほ
と
ん
ど
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
提
出
し
て

く
る
。
お
仕
着
せ
の
行
政
文
章
で

は
な
く
、
活
動
し
て
い
る
人
々
の

姿
が
見
え
る
よ
う
な
記
述
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
提
出
さ
れ
た
報
告

書
を
全
て
読
ん
で
評
価
す
る
各
委

員
の
作
業
量
も
膨
大
に
な
っ
た
。

　
行
政
と
民
間
の
連
続
性
と
い
う

意
味
で
も
一
体
性
と
い
う
意
味
で

も
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。
し

か
も
国
か
ら
県
、
市
町
村
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
が
関
東

地
域
の
風
景
街
道
の
強
み
だ
と
思

う
。
あ
る
日
突
然
、
す
ご
く
な
っ

た
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
行
動

の
積
み
重
ね
、
つ
ま
り
プ
ロ
セ
ス

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
路
傍
に
植
え
ら
れ
た
草
花
や
奇

麗
に
刈
り
取
ら
れ
た
雑
草
も
、
白

く
な
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
、
何
気

な
い
案
内
看
板
に
も
、
こ
の
道
を

大
切
に
守
り
続
け
て
き
た
人
々
の

魂
を
感
じ
る
。

信
州
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
茅
野

令
和
3
年
度
活
動
報
告
よ
り

雪
か
き
と
避
難
訓
練
の
呼
び
か
け
チ
ラ
シ

関
東
の
風
景
街
道
の
展
望

小
濱
哲

風
景
街
道
の
活
動
表
彰
選
定
等
に
関
す
る
委
員
会
委
員
長

（
元
名
桜
大
学
大
学
院
教
授
＝
観
光
学
）

国重ライティング株式会社
〒 115-0044
東京都北区赤羽南 1-2-6
北都ビル 4階
電話：03-6903-8281

夜
間
も
照
明
器
具
に

つ
な
げ
ば
効
果
抜
群

携
帯
充
電
は
３
０
０

台
を
一
斉
充
電
可
能

持ち運べる電源　電気の備蓄 Tameru�Lab．（タメルラボ）
　
令
和
元
年
９
月
の
台
風
15
号
で
は
神
奈
川
県
と
千
葉

県
を
中
心
に
93
万
戸
が
停
電
、
10
月
の
台
風
19
号
で
は

12
月
ま
で
停
電
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
「
電
気
の
提
供
」
で
被
災
地
復
興
支
援
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
者
に
聞
い
た
必
要
な
も
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

①
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
88
％
②
生
活
水
・
飲
料
水
51

％
②
乾
電
池
・
蓄
電
池
51
％
が
上
位
３
位
で
し
た
。

　
被
災
地
で
最
も
需
要
の
多
い
「
携
帯
充
電
」
は
、
最

大
３
０
０
台
を
一
斉
充
電
可
能
で
す
。

　
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
型
な
の
で
電
気
を
持
ち
運
べ
、
日

中
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
）
を
活
用
し
て
蓄
電

池
に
充
電
し
て
い
ま
す
。

　
日
中
に
溜
め
た
電
気
で
夜
間
は
照
明
を
点
灯
さ
せ
作

業
の
続
行
、
２
次
災
害
を
防
い
で
い
ま
す
。

縦にすればキャリーケー
ス、横ではトランクのよう
になるタメルラボ

広
げ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し
て
蓄
電

池
に
充
電

被
災
地
で
大
活
躍

瀬戸大橋記念公園
亀井孝行駅長

　瀬戸大橋の開通を記念して作られた

香川県坂出市番の州緑町 6-�13�
県道瀬居坂出港線　TEL.0877-45-�2344

公園です。広大な園内には記念館や庭園、芝生広
場、大型遊具が設けられ大人から子どもまでが楽
しめます。記念館内では、架橋工事の全貌を精巧
な動く模型や映像でわかりやすく展示紹介してお
り、屋上からの雄大な瀬戸大橋は絶景です。

菰野
樋口直也事務局長

　菰野町で生産・加工された商品や新

三重県菰野町菰野 2256
国道 477 号　TEL.059-394-0116

鮮な野菜などが、ところ狭しと並んでいます。
菰野（こもの）という町名の由来とも言われて
いる真菰（マコモ）を使った麺類やお菓子など
の商品、菰野町観光協会公式 PRキャラクター
の「こもしか」グッズもとても人気です。

青雲橋
工藤鉄平駅長

　水面から137ｍ、日本有数の高さを

宮崎県日之影町七折 8705-12
国道 218 号　TEL.0982-87-2491

誇り町のシンボルになっているアーチ橋「青雲
橋」のたもとにある道の駅です。売店では名産
の栗と柚子の商品や田舎だんごなどを多く揃え
ています。レストランメニューはボリューム満
点で男性客も満足します！�Facebookを覗いて。
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福
島
県
会
津
若
松
市
の
ゼ
ネ
コ
ン
で
建
築
設
計
業
務
の
傍
ら
、
ま
ち
づ
く

り
、
景
観
づ
く
り
等
の
社
会
活
動
に
寄
与
。
２
０
０
３
年
道
の
駅
「
に
し
あ

い
づ
」、
08
年
道
の
駅
「
し
も
ご
う
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
上
げ
か
ら
両
初
代

駅
長
。
16
年
か
ら
現
職
。
道
の
駅
に
関
わ
っ
て
20
年
。

進化する「道の駅」～駅長当事者の想い～

小山源昭氏（一社）全国道の駅連絡会・
道の駅アドバイザー

　
福
島
県
西
会
津
町
は
以
前
「
健
康

な
町
づ
く
り
、ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
町
」

で
知
ら
れ
ま
し
た
。
従
来
の
耕
地
を

ミ
ネ
ラ
ル
土
壌
化
し
「
に
し
あ
い
づ

健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」
と
し
て
売
り

出
し
ま
し
た
。
味
も
食
感
も
絶
品
で

す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
道
の
駅
「
に

し
あ
い
づ
」
の
目
玉
産
品
と
な
り
、

地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
の
で

す
。
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
使
用
の
「
ふ
る

さ
と
薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン
が
人
気
で
、

今
も
変
わ
ら
ぬ
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
「
し
も
ご
う
」
は
、
周
辺

に
民
家
も
明
か
り
も
な
い
峠
の
駅
。

し
か
し
、
こ
こ
に
し
か
な
い
恵
ま
れ

た
四
季
の
自
然
景
観
環
境
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
道
の
駅
の
景
観
ブ
ラ
ン

ド
に
し
よ
う
、
併
せ
て
道
の
駅
の
オ

ア
シ
ス
化
を
試
み
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。

　
眼
下
に
見
下
ろ
す
テ
ラ
ス
で
の
ト

ラ
ジ
ャ
コ
ー
ヒ
ー
。
近
く
の
牧
場
と

組
ん
で
、当
時
と
し
て
は
珍
し
い「
ジ

ャ
ー
ジ
ー
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
を

提
供
し
た
ら
、
年
間
７
万
本
の
大
ヒ

ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
何
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
「
今
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」
の
売
り

を
作
る
の
は
、
駅
長
や
社
員
・
ス
タ

ッ
フ
の
知
恵
で
す
。
そ
れ
を
生
み
出

す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
向
上

さ
せ
る
か
が
日
ご
ろ
か
ら
大
切
で
、

道
の
駅
利
用
者
の
方
々
や
町
民
か
ら

い
た
だ
く
エ
ー
ル
は
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
人
と
の
触
れ
合
い

を
い
つ
も
大
事
に
し
た
い
の
で
す
。

　
道
の
駅
を
プ
ロ
野
球
に
例
え
れ
ば

オ
ー
ナ
ー
が
首
長
、
監
督
が
駅
長
、

選
手
は
社
員
や
ス
タ
ッ
フ
、
球
場
が

道
の
駅
、
観
客
数
が
来
場
者
数
、
視

聴
率
が
魅
力
度
、
売
り
上
げ
大
が
Ａ

ク
ラ
ス
、
小
が
Ｂ
ク
ラ
ス
と
な
る
で

し
ょ
う
。
成
績
が
良
け
れ
ば
駅
長
を

続
け
ら
れ
、
逆
な
ら
オ
ー
ナ
ー
と
の

話
次
第
で
自
ら
身
を
引
く
か
、
解
任

脱
し
て
い
る
道
の
駅
、
社
会
の
変
化

に
よ
り
衰
退
す
る
道
の
駅
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
し
っ
か

り
と
道
の
駅
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

維
持
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
、
地
域
の
拠
点
を
実
感
で
き
る
道

の
駅
も
あ
り
ま
す
。

　「
わ
ざ
わ
ざ
行
き
た
い
道
の
駅
、

な
ん
べ
ん
も
行
き
た
い
道
の
駅
」
が

私
の
目
指
す
駅
で
す
。
道
の
駅
「
し

も
ご
う
」
の
開
所
式
で
湯
田
雄
二
町

長
（
故
人
）
が
力
強
く
宣
言
し
た
言

葉
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
残
さ
れ
た
パ

ワ
ー
を
生
か
し
、
道
の
駅
の
さ
ら
な

る
高
み
へ
の
取
り
組
み
に
、
サ
ポ
ー

ト
し
続
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
れ
る
か
で
す
。
駅
長
は
こ
の
く
ら

い
の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い

ほ
ど
、職
務
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
り
行

き
任
せ
で
乱
立
す
る
道
の
駅
、
ま
す

ま
す
商
業
化
す
る
道
の
駅
、
公
的
施

設
・
公
共
施
設
と
し
て
明
ら
か
に
逸

■道の駅「常総」キャッチフレーズ決まる
　茨城県常総市（神達岳志市長）は道の駅「常総」の
キャッチフレーズと、食と農と健康の産業団地の名称
を中学生らから公募、採用者を表彰した。応募 563
件からキャッチフレーズは、市立石下中 1年、東一
星さん＝左＝の「食農楽のむすびまち　輝くえがおを
つむぐ駅」▽産業団地は県立水
海道第一高校附属中 1 年、来
見田知哉さん＝右＝の「アグリ
サイエンスバレー常総」に決ま
った。東さんは「全ての人々が
笑顔で楽しめる情報発信基地
になったらいいという期待と
希望を込めた」▽来見田さんは「すばらしい施設が色
々な場所にできてほしいと、最後に地名をつけて『ア
グリサイエンスバレー常総』にした」と話している。

■大人気！　双子の子ヤギ

母親の名「小雪」にちなんで、姉が「あられ」、妹が「み
ぞれ」と名づけられ、愛嬌を振りまいている。

■自然災害伝承碑登録に見る洪水災害と土砂災害
　自然災害伝承碑の登録数は全国 542 市区町村で
1874 基 (1 県平均約 40 基 ) ＝ 3 月 29 日現在。うち
洪水災害は全国で 796 基が登録され、同伝承碑全体
の 42％を占め、1県あたり平均で 17 基の登録。①

　岩手県田野畑村の道の駅「たのは
た」で、昨年 9月 10 日に生まれた
双子の子ヤギがすくすく育ち、アイ
ドルさながらに来場者の人気を集め
ている。2頭ともメスで 11 月に名
前を公募。235 点の応募の中から

長野県 60 基②埼玉県 44 基③広島県 41 基④高知県
39 基⑤群馬県 37 基が上位 5県。土砂災害は全国で
479 基登録、自然災害伝承碑全体の 26％で 1県あた
り平均 10 基の登録。上位 5県は①長野県 53 基②広
島県 52基③高知県 32基④群馬県 27基⑤静岡県 26
基の順。

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
�　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮　　⑧

ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（� ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（� ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（� ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（� ）

Ｑ４：都道府県（� ）
　　　道の駅名（� ）
　　　　　　　　　　　　　
Ｑ５：（� ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
毎

号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定

で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
15

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は令和５年８月31日（木）。
宛 先 は、 〒 102-0074 東
京都千代田区九段南 3-5-
10PIM 九段ビル 2F　ＮＰ
Ｏ法人�人と道研究会

ご回答方法

花の三聖苑伊豆松崎
細田洋治事務局係長

　桜葉生産日本一の町で、桜葉そばや

静岡県松﨑町大沢 20-1　
県道 15 号�　TEL.0558-42-3420

桜葉クッキーなど地場産品販売に注力していま
す。食事処では、姉妹都市帯広市名産の豚丼や
松崎産桜葉と帯広のアイスクリームがコラボし
た桜ジェラートを味わえます。旅の疲れを癒す
日帰り温泉「大沢温泉依田之庄」へは徒歩５分。

鹿北
中野亥津喜代表取締役社長

　福岡との県境、熊本の北の玄関口と

熊本県山鹿市鹿北町岩野 4186-130
国道 3号　TEL.0968-32-4111

呼ばれる小栗峠。その自然豊かなふもとにある道
の駅です。茅葺き屋根の農家をイメージした物
産館小栗館では、歴史ある岳間茶（鹿北茶）、筍、
アスパラ、ナス、米、栗、いちご、すいかなど、
地元で採れた新鮮な季節の野菜、果物が並びます。

かなん
石原佑也駅長

　大阪府南東部、大阪市内から約25km

大阪府河南町神山 523-1
国道 309 号�　TEL.0721-90-3911

のこの地域は、金剛山葛城山からの湧き水と肥沃
な大地に恵まれた農業地帯として長年栄えてきま
した。近年は新規就農者による「いちご栽培」が
盛んに行われ、完熟今朝採りされたいちごが甘い
と大人気で、いちご狩りも開催しています。
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48

気
に
入
っ
た
。
黒
石
藩
の
城
下
町

で
、
快
適
な
宿
、「
お
伽と

ぎ

話ば
な
し

の
シ
ー

ン
の
よ
う
な
」
七
夕
ま
つ
り
と
パ

レ
ー
ド
な
ど
を
喜
ん
だ
。
こ
の
七

夕
ま
つ
り
は
現
在
の
「
黒
石
ね
ぶ

た
」
の
こ
と
で
、
バ
ー
ド
が
訪
れ

た
時
は
祭
の
さ
な
か
。
宿
が
用
意

し
て
く
れ
た
着
物
姿
に
な
り
、
祭

り
見
物
を
し
た
。

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

　鐙
啓
記
）

黒
石
で
小
旅
行
を
楽
し
む

　
黒
石
で
青
森
か
ら
函
館
に
渡
る

蒸
気
船
の
ダ
イ
ヤ
情
報
を
得
た

か
っ
た
が
、
う
ま
く
つ
か
め
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
数
日
間
の

休
憩
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

う
ち
の
１
日
は
通
訳
の
伊
藤
を
伴

わ
な
い
一
人
旅
に
あ
て
た
。

　
黒
石
か
ら
浅
瀬
石
川
沿
い
に
10

㌔
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
中
野
神
社

や
温
湯
温
泉
に
人
力
車
で
向
か
っ

た
。
中
野
神
社
が
あ
る
中
野
山
は

江
戸
時
代
か
ら
の
紅
葉
の
名
所

で
、
滝
と
楓
が
美
し
い
。
黒
湯
温

泉
郷
の
一
つ
温
湯
温
泉
を
見
学
し

た
ら
混
浴
で
、バ
ー
ド
は
驚
い
た
。

黒
石
か
ら
乳
井
道
を
北
に
進
み
、

浪
岡
か
ら
先
は
再
び
羽
州
街
道
で

青
森
に
近
づ
い
た
。
蒸
気
船
が
今

夜
出
航
す
る
と
の
情
報
を
得
、
大

急
ぎ
で
青
森
の
港
に
入
り
、
三
菱

の
事
務
所
で
乗
船
チ
ケ
ッ
ト
を
買

い
、
食
事
を
と
る
間
も
な
く
荒
れ

る
津
軽
海
峡
に
船
出
し
た
。

芝浦工業大学客員教授� 谷口博昭

�「
お
伽
話
の
シ
ー
ン
の
よ
う
な
」
七
夕
ま
つ
り
と
パ
レ
ー
ド

豪
雨
の
矢
立
峠
越
え

　
秋
田
県
と
の
県
境
で
あ
る
矢
立

峠
に
は
、
前
年
建
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
明
治
新
道
が
で
き
て
い
た
。

「
日
本
の
道
と
し
て
は
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
」状
態
で
、

天
然
秋
田
杉
が
織
り
な
す
景
色
は

荘
厳
で
バ
ー
ド
は
感
動
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
峠
に
着
い
た
こ
ろ
か
ら

雨
足
が
激
し
く
な
り
、
滝
の
よ
う

な
豪
雨
に
な
っ
て
崖
や
道
は
轟ご

う

音

を
立
て
て
崩
れ
始
め
た
。

　
流
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
着
い
た

の
は
碇
ヶ
関
の
町
だ
っ
た
。
増
水

し
た
平
川
は
荒
れ
狂
い
、
大
量
の

流
木
の
た
め
２
本
の
橋
は
破
壊
さ

れ
、川
沿
い
の
道
路
も
流
失
し
た
。

は
弘
前
～
浪
岡
～
青
森
と
続
く
羽

州
街
道
か
ら
外
れ
、
鯖
石
か
ら
黒

石
に
向
か
う
乳
井
道
に
入
っ
た
。

こ
の
ル
ー
ト
の
ほ
う
が
青
森
ま
で

近
い
こ
と
を
地
図
で
確
認
し
た
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
左
手
に
は

山
頂
に
雪
を
乗
せ
た
岩
木
山
の
美

し
い
姿
が
見
え
て
い
た
。

　
バ
ー
ド
は
黒
石
の
町
を
大
い
に

そ
の
よ
う
な
状
態
の
た
め
４
日
間

の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

の
間
、
バ
ー
ド
は
青
森
ま
で
の

ル
ー
ト
を
検
討
し
た
り
『
ア
ジ
ア

協
会
紀
要
』の
論
文
を
読
ん
だ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

を
見
物
し
た
り
し
た
。

　
川
の
水
位
も
下
が
り
碇
ケ
関
を

た
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
バ
ー
ド

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

杉の巨木に囲まれた中野神社

黒石でバードが泊まった可能
性がある盛家住宅（須藤善）
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第
９
回
を
迎
え
た
道
の
駅
「
リ
レ

ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
３
月
24
日
、

道
の
駅
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」（
北

海
道
）
と
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
東
京

会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
実
施
さ

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
筆
者
の
基
調
講
演
の
後
、
山
崎
俊

己
（
一
社
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
カ
フ
ェ

理
事
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
防

災
道
の
駅
～
人
が
紡
ぐ
点
か
ら
線

へ
、そ
し
て
面
へ
～
」
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
北
海
道
開
発
局
、
技
術
セ
ン

タ
ー
、
観
光
協
会
、
ね
む
ろ
北
太
平

洋
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
各
関

係
者
と
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」
駅

長
の
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
、

そ
の
後
地
元
の
方
々
６
人
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
熊
野
稔
宮
崎
大
学
大
学
院

教
授
（
当
時
）
の
事
例
紹
介
の
ビ
デ

オ
放
映
が
あ
っ
た
。

　「
防
災
道
の
駅
」
と
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
の
役
割
・
意
義
・
課
題

が
明
ら
か
に
な
り
、
両
事
業
の
連
携

に
よ
る
地
方
創
生
な
ど
の
新
た
な
展

開
を
予
感
さ
せ
る
実
り
多
い
セ
ミ
ナ

ー
で
あ
っ
た
。

　
我
が
国
は
災
害
が
頻
発
す
る
国

土
、
近
い
将
来
生
起
が
予
想
さ
れ
る

巨
大
地
震
等
に
備
え
防
災
・
減
災
等

国
土
強
靭
化
と
地
方
創
生
と
の
連
携

に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
型
国
土
形
成
が

急
務
で
あ
り
、
交
流
・
連
携
を
促
進

し
地
方
創
生
に
資
す
る
「
道
・
街
道
」

を
生
か
す
こ
と
が
肝
要
だ
。
基
調
講

演
で
は
、
我
が
国
の
「
道
・
街
道
の

文
化
」
に
触
れ
、「
人
が
紡
ぐ
点
か

ら
線
へ
、
そ
し
て
面
へ
」
の
展
開
と

し
て
、
地
域
の
在
る
べ
き
ビ
ッ
グ
ピ

ク
チ
ャ
ー
（
全
体
俯
瞰
図
）
を
描
き
、

共
有
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
、
失
敗

を
修
正
・
改
善
に
よ
り
乗
り
越
え
る

タ
フ
な
精
神
で
行
動
・
前
進
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
。

　
道
の
駅
発
足
か
ら
30
年
。「
リ
レ

ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
全
国
一
巡
し

た
今
、
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
位

置
付
け
「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速

す
る
拠
点
へ
」
進
化
す
る
取
り
組
み

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
防
災

と
共
に
地
方
創
生
の
拠
点

強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

肝
要
だ
。
先
進
的
な
取
り
組
み
の
北

海
道
に
学
び
、
道
の
駅
と
日
本
風
景

街
道
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
回
セ

ミ
ナ
ー
開
催
予
定
の
道
の
駅
「
あ
ら

い
」（
新
潟
県
妙
高
市
）
で
、
各
地

の
前
進
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

「
防
災
道
の
駅
」
か
ら
地
方
創
生
な
ど
新
た
な
展
開
へ

人とペットの災害対策ガイドライン（環境省）

道の駅「朝霧高原」で実験展示
されたサイネージ・ラック

発行元：内閣府
監修・協力：法務省、消防庁、観光庁、
気象庁

道の駅に　ルートプレス用サイネージ・ラック
　「
道
の
駅
」
の
防
災
問
題
を
報
道
し
続
け

る
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
は
、
今
は
新
聞
で
読

め
ま
す
が
、
い
ず
れ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
読
む
デ
ジ
タ

ル
報
道
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。

　
情
報
入
手
は
ス
マ
ホ
が
主
流
の
時
代
に
、

「
防
災
道
の
駅
」
の
情
報
発
信
は
、
ど
う
あ

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
安
否
確
認
、
避
難
経

路
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
（
気
象
庁

災
害
情
報
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

と
新
聞
ラ
ッ

ク
を
兼
ね
た

「
道
の
駅
ル

ー
ト
プ
レ
ス

サ
イ
ネ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム｣

(

仮
称)

が

開
発
さ
れ
ま

し
た
。

彼杵の荘
岡崎省三駅長

　茶葉を傷めないよう丸く巻き数々の

長崎県東彼杵町彼杵宿郷 747-2
国道 205 号　TEL.0957-49-3311

日本一を受賞した「そのぎ茶」やクジラが特産品
です。地元の新鮮な野菜、果物やお弁当、総菜、
菓子なども販売しており、特に「そのぎ茶」を使っ
た「茶ちゃ焼」やソフトクリームは大人気。隣接
する食事処では「くじら入りだご汁」が好評です。

紀の川万葉の里
澁谷弘和理事長

　紀の川・妹山・背山は万葉集に15首

和歌山県かつらぎ町窪 487-2
国道 24 号　TEL.0736-22-0055

も詠まれた地で、心が洗われるような絶景が魅力。
遊歩道での散歩や堤防上のサイクリングが楽しめ
ます。パークゴルフ場が近く、レストランでは当
駅名物の柿の葉寿司がおすすめ。お買い物なら物
産販売所に地元産の果物・野菜がいっぱいです。

くりもと
畔蒜司代表取締役

　成田空港から車で20分の緑豊かな道

千葉県香取市沢 1372-1
県道 44 号成田鹿島港線　TEL.0478-70-5151

の駅。生鮮野菜をはじめ各種収穫体験が楽しめま
す。昔ながらのもみ殻を使用した焼き芋も人気で
す。ニジマス池で釣り上げたニジマスをその場で
『焼く』ことが出来ます。道の駅交流館には全国
の道の駅商品がずらり並び、お土産に最適です。
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★
災
害
時
、
頼
り
に
な
り
ま
す

　
震
災
の
時
「
道
の
駅
」
は
と
て

も
心
強
い
存
在
で
し
た
。
駐
車
場

に
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
か
ら
通

行
で
き
る
道
を
聞
い
た
り
、
義
弟

の
安
否
を
確
認
し
た
り
、
い
ろ
い

ろ
と
助
か
り
ま
し
た
。（
宮
城
県

石
巻
市
　
主
婦
・
51
歳
）

★
進
化
し
て
い
ま
す

　
よ
く
買
い
物
に
行
く
道
の
駅
で

も
少
し
ず
つ
変
化
が
あ
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
「
防
災
拠

点
」
と
し
て
の
形
に
な
っ
て
い
く

の
が
わ
か
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。（
栃
木
県
高
根
沢
町
　
女

性
・
33
歳
）

★
充
電
器
の
普
及
を

　
電
気
自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
の

で
充
電
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

道
の
駅
は
本
当
に
有
難
い
で
す
。

も
っ
と
た
く
さ
ん
普
及
し
ま
す
よ

う
に
！
（
富
山
市
　
ア
ル
バ
イ
ト

女
性
・
36
歳
）

★
ニ
セ
情
報
に
注
意
！

　
常
総
市
の
大
雨
被
害
時
、
古
河

で
避
難
所
が
開
放
さ
れ
一
番
困
っ

た
の
は
ニ
セ
情
報
が
出
た
こ
と
で

し
た
。
ス
マ
ホ
保
持
者
が
多
い
の

で
ス
マ
ホ
か
ら
の
情
報
と
自
分
の

思
い
を
合
作
し
て
情
報
を
出
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
国
や
県（
行
政
）

と
の
情
報
を
密
に
し
て
ニ
セ
情
報

を
防
ぐ
こ
と
が
大
事
で
す
。（
茨

城
県
古
河
市
　
男
性
・
66
歳
）

★
あ
る
と
い
い
な

　
紙
の
新
聞
が
好
き
で
道
の
駅
に

行
く
と
必
ず
手
に
し
ま
す
。
私
の

町
の
道
の
駅
で
は
新
鮮
野
菜
が
豊

富
で
ス
ー
パ
ー
よ
り
安
く
、
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
世
の
中
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
。
こ
の
野
菜
を
さ

ら
に
地
産
地
消
す
る
た
め
に
店
内

に
気
軽
に
入
れ
る
「
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
」
が
あ
る
と
い
い
な
、
と
思

い
ま
す
。（
愛
知
県
田
原
市
　
主

婦
・
64
歳
）

★
生
か
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

　
東
北
後
発
地
震
の
発
表
を
受

け
、３
・
11
の
被
災
者（
家
は
全
壊
）

と
し
て
、
防
災
士
と
し
て
岩
手
県

陸
前
高
田
市
と
宮
城
県
気
仙
沼
市

と
南
三
陸
町
の
各
道
の
駅
を
連
携

し
て
の
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
を

提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
宮

城
県
気
仙
沼
市
　
自
営
業
男
性
・

69
歳
）

★
実
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
！

　
久
々
に
ル
ー
ト
プ
レ
ス
を
読
ん

で
ビ
ッ
ク
リ
!!
　
か
つ
て
自
分
が

投
稿
し
た
内
容
が
実
現
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。「
防
災
道
の
駅
」

の
選
定
で
す
。
災
害
の
拠
点
に
道

の
駅
が
な
れ
ば
い
い
な
、
と
い
う

意
見
を
新
聞
に
掲
載
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
実
現
す
る
と
は
。

今
さ
ら
な
が
ら
「
道
の
駅
」
を
尊

敬
し
て
い
ま
す
。（
岡
山
県
備
前

市
　
パ
ー
ト
女
性
・
69
歳
）

★
高
ま
る
防
災
意
識

　
被
災
し
て
以
来
、
防
災
の
意
識

が
高
ま
り
、
家
族
と
も
よ
く
話
し

合
い
ま
す
。
道
の
駅
で
も
防
災
意

識
を
高
め
る
よ
う
な
催
し
が
開
か

れ
る
な
ど
、
目
に
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
が

風
化
し
な
い
よ
う
に
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。（
岩
手
県
北
上
市
　

男
性
・
75
歳
）

★
楽
し
み
な
「
道
の
駅
文
庫
」

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
な

け
れ
ば
手
に
取
ら
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
、と
思
う
も
の
が
多
く
、

読
む
こ
と
で
視
野
や
興
味
の
幅
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
ど

の
よ
う
な
本
が
紹
介
さ
れ
る
か
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
北
海
道

釧
路
市
　
会
社
員
女
性
・
44
歳
）

★
便
利
に
な
り
ま
し
た

　
三
陸
道
の
開
通
が
宮
城
県
沿
岸

地
域
を
変
え
た
。
開
通
以
前
は
気

仙
沼
市
内
か
ら
仙
台
市
内
ま
で
車

で
３
時
間
も
か
か
っ
て
い
た
が
、

今
は
三
陸
道
を
使
っ
て
２
時
間
も

か
か
ら
な
い
。
出
掛
け
る
負
担
が

減
っ
て
、
時
間
を
有
意
義
に
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。（
宮
城
県
登

米
市
　
会
社
員
男
性
・
35
歳
）

★
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
で

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が
た

ち
ま
す
が
、
私
自
身
少
し
ず
つ
忘

れ
か
け
て
日
常
生
活
を
送
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
避
難
用
品
も
今

で
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
心
を
改
め
て
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
思
い
出
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
群
馬
県
み
ど
り
市
　

会
社
員
女
性
・
40
歳
）

★
道
の
駅
に
も
格
差

　
全
国
の
道
の
駅
に
は
活
気
に
満

ち
て
観
光
名
所
に
な
っ
て
い
る
駅

も
あ
れ
ば
、
閑
散
と
し
て
施
設
の

多
く
が
閉
館
・
休
館
に
な
っ
て
い

る
駅
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
だ

と
店
の
個
性
は
あ
る
も
の
の
一
定

の
水
準
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か

ら
の
道
の
駅
は
数
を
増
や
す
の
と

同
時
に
一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
障

し
、
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
け
れ

ば
道
の
駅
の
認
定
取
消
し
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
兵
庫

県
加
東
市
　
病
院
パ
ー
ト
職
員
男

性
・
63
歳
）

★
心
強
い
「
道
の
駅
」

　
こ
の
冬
も
大
雪
な
ど
の
た
め
道

路
の
閉
鎖
や
立
ち
往
生
が
発
生
し

ま
し
た
。
災
害
時
な
ど
で
道
の
駅

の
重
要
性
、
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
て
お
り
ま
す
。
市
町
村
の
支
所

や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
を
集
合
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
長
野
市
　
農
業
男
性
・
56
歳
）

★
子
供
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
！

　
物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
あ
た
り

前
の
存
在
で
あ
る
道
の
駅
。
創
設

30
年
の
記
事
を
読
ん
で
、
そ
の
経

緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
要
望
と
し
て
、
親
が
安

心
で
き
る
よ
う
、
混
雑
時
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る
子
供
用
の

ト
イ
レ
（
便
器
）
を
設
置
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
は
我
慢

で
き
ま
せ
ん
か
ら
。（
茨
城
県
鹿

嶋
市
　
会
社
員
男
性
・
29
歳
）

★
災
害
写
真
展
で
再
確
認

　「
朝
霧
高
原
」
で
開
催
さ
れ
た

災
害
写
真
展
は
、
誰
に
で
も
わ
か

り
や
す
く
、
防
災
に
つ
い
て
再
認

識
す
る
機
会
と
な
り
、
と
て
も
良

い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

ブ
後
も
友
人
や
家
族
と
の
話
題
に

な
り
、
子
供
の
学
習
に
も
な
る
と

思
い
ま
し
た
。（
静
岡
市
　
ア
ル

バ
イ
ト
女
性
・
43
歳
）

★
長
い
お
付
き
合
い

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
か
ら
始
ま
っ

た
「
道
の
駅
」
と
の
お
付
き
合
い

は
30
年
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
を

と
っ
て
も
同
じ
も
の
が
な
く
独
自

で
あ
り
、
一
定
の
間
隔
で
地
域
の

拠
点
と
も
な
り
、
私
た
ち
の
生
活

の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
も
っ
と
「
道
の
駅
」
の
役
割

を
理
解
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
で
す
。（
埼
玉
県
行

田
市
　
主
婦
・
62
歳
）

★
温
故
知
新
で
す

　
国
土
地
理
院
の
碑
登
録
の
呼
び

か
け
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
熊
本
地
震
で
被
害
を

受
け
た
西
原
村
に
は
大
蛇
伝
説
が

残
っ
て
お
り
、
こ
の
大
蛇
の
跡
こ

そ
が
断
層
の
証
拠
と
い
う
わ
け
で

す
。
私
の
出
身
小
学
校「
池
上
小
」

に
も
か
つ
て
「
味
生
池
」
が
あ
り

大
蛇
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
布
田
日
奈
久
断
層
の
し
っ
ぽ

部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
元
に
伝
わ
る
「
昔
話
」
も
集

め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
熊
本
市
　
臨
採
教
員
男
性
・

62
歳
）

★
危
な
い
!!

　
山
道
の
急
な
カ
ー
ブ
の
ミ
ラ
ー

に
つ
い
て
、
夜
間
は
車
の
ラ
イ
ト

が
光
っ
て
相
手
の
車
の
存
在
に
気

付
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昼

間
は
と
て
も
見
え
づ
ら
い
で
す
。

カ
ー
ブ
が
き
つ
い
と
角
度
的
に
見

え
な
い
の
と
、
コ
ケ
で
見
づ
ら
く

な
っ
て
い
て
、
ど
う
に
か
な
ら
な

い
の
か
な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
千
葉
県
印
西
市
　
女
性
）

初
春
の
　
初ハ

ツ

子ネ

の
今
日
の
玉タ

マ

箒ハ
バ
キ

　
手
に
執ト

る
か
ら
に
　
揺
ら
ぐ
玉

の
緒
（
巻
二
〇
・
四
九
三
番
）　

沢
山
の
玉
を
付
け
た
箒
が
、
皇
后

様
の
お
手
で
渡
さ
れ
る
瞬
間
に
玉
が

揺
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
音
を
立

て
る
。
魂
は
、「
揺
れ
る
こ
と
」
で

威
力
を
発
揮
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
―
―
今
や
、
皇
后
様
の
魂
が
、
揺

れ
な
が
ら
女
官
達
へ
渡
っ
て
行
き
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
光
景
で
す
。

　
上
代
の
天
皇
・
皇
后
様
は
―
―

　 

　
今
日
は
、
初
春
の
初
子
の
日
だ
。
そ
の
今
日
の
吉
例
に
頂
い

　
そ
の
様
子
を
大
伴
家
持
が
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
箒
と
想
像
さ
れ

る
実
物
が
今
日
、
正
倉
院
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

よ
き
人
の
　
よ
し
と
よ
く
見
て
　
よ
し
と
い
ひ
し
　
吉
野
よ
く
見

よ
　
よ
き
人
よ
く
見
つ
（
巻
一
・
二
七
番
）

　 

　
昔
、
偉
い
人
が
、
吉
野
を
つ
く
づ
く
と
見
て
、「
い
い
處と

こ
ろ

だ
!!
」
と
言
っ
て
「
吉
野
」
と
名
付
け
た
の
だ
っ
た
。
賢
い
人

は
物
を
よ
く
見
た
!!

　 

　
天
武
天
皇
が
、
吉
野
行
幸
時
の
御
製
で
あ
る
。
そ
の
昔
か
ら

吉
野
に
は
仙
人
が
住
ん
で
い
た
と
の
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
根

拠
に
し
た
歌
で
あ
る
。

　 

　
物
事
の
判
断
に
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
を
熟
視
し
て
、

全
身
全
霊
で
当
た
り
な
さ
い
と
の
教
訓
の
歌
で
す
。

 

（
万
葉
研
究
家
）

た
こ
の
玉
箒
よ
。
そ
れ
を
手
に
執
る
と
同
時
に
玉
が
揺
れ
揺
れ

て
さ
わ
や
か
な
音
を
立
て
る
。
箒
に
玉
を
結
ん
で
い
る
緒
よ
。

　 

初
子
―
―
そ
の
月
の
最
初
に
巡
り
来
る「
子
の
日
」。
特
に
、「
正

月
の
初
子
」
の
こ
と
。

　 

玉
―
―
た
ま
し
い
・
霊
魂
の
こ
と
。
本
来
身
体
に
宿
っ
て
精
神

活
動
を
営
む
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
身
体
を
離
れ
て
も
活

動
す
る
。

　 

玉
箒
―
―
玉
を
結
び
付
け
て
あ
る
箒
。
昔
、
初
子
の
日
に
、
蚕さ

ん

室し
つ

を
掃
い
た
箒
で
、そ
れ
に
飾
り
の
玉
が
結
び
付
け
て
あ
っ
た
。
　
　
　

　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
上
代
の
天
皇
は
、
農
耕
儀
礼
を
重
ん
じ
て
農
耕
に
励
み
、
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

饒じ
ょ
う

を
祈
願
し
た
。
一
方
皇
后
様
は
、
養よ

う

蚕さ
ん

に
励
む
こ
と
を
職
務

と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
正
月
初
子
の
日
に
、
蚕か

い
こ

飼
育
奨
励
の

た
め
女
官
達
に
美
し
い
玉
付
き
の
箒
を
賜
る
儀
式
が
行
わ
れ
た
。

　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0074
東京都千代田区九段南 3-5-10PIM
九段ビル 2F NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

ばとう
福島泰夫駅長

　那珂川沿いの小高い丘に位置し日光・

栃木県那賀川町北向田 181-2
国道 239 号　TEL.0287-92-5711

那須連山を一望できます。「遊びにおいでよ！田
舎が一番」をキャッチフレーズに小砂焼などの
伝統工芸品、手作りハムやジェラートなどを販
売中。平日限定なかちゃんセット・特大かきあ
げそば・うどん、ゆば丼もおススメです。

おくとろ
山口賢二駅長

　吉野熊野国立公園内にあり、秘境奥瀞

和歌山県北山村下尾井
国道 169 号　TEL.0735-49-2324

の豊かな森とダム湖水を見渡しながら森林浴やア
ウトドアライフ、スポーツを楽しめる拠点です。
大浴場・露天風呂・サウナ付き温泉施設、バンガ
ローとコテージの宿泊施設、オートキャンプ場、
広い公園、縄文遺跡展示場などを備えています。

そうま
橋本静子支配人

　地域の野菜、果物など農産物や花卉

福島県相馬市日下石金谷 77-1
国道 6号　TEL.0244-37-3938

を中心に、お土産や総菜を多数取り揃え販売して
おります。スイーツでは、殿様ミルクソフトクリー
ムや季節のフルーツを使用したパフェ、スムー
ジーが人気です。キッチンにったきでは、金助漬
の特製豚ロース定食等をご用意しております。
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平
成
５
年
４
月
22
日
に
全
国
１
０
３
カ
所
で
道
の
駅

が
登
録
さ
れ
、
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
道
の
駅
の
日
と
道
の
駅
制
定
30
周
年
を

記
念
す
べ
く
、「
道
の
駅
オ
ン
ラ
イ
ン
駅
長
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
３
〈
道
の
駅
制
定
30
周
年
記
念
大
会
〉」
を
４

月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
を
迎
え
た
駅
長
サ
ミ
ッ
ト
は
、
東
京
「
丸
の

内 

Ｍ
Ｙ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
併
用
開
催
と
し
、
霞
が
関
中
央
合
同
庁
舎
２

号
館
で
も
「
地
域
振
興
物
産
展
in
霞
が
関
（
霞
が
関
マ

ル
シ
ェ
）」
を
同
時
開
催
す
る
と
い
う
、
新
た
な
試
み

と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
、

当
会
の
石
井
裕
会
長
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
石

田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
徳

山
日
出
男
政
策
研
究
大
学
院
大
学
客
員
教
授
の
記
念
講

演
、
当
会
副
会
長
の
後
藤
幸
平
の
謝
辞
と
い
う
構
成
で

し
た
。

　
第
２
部
は
霞
が
関
マ
ル
シ
ェ
中
継
に
始
ま
り
、
道
の

駅
モ
デ
ル
事
業
討
論
会
、
列
島
道
の
駅
駅
長
リ
レ
ー
ト

ー
ク
、
賛
助
会
員
企
業
に
よ
る
道
の
駅
向
け
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
提
案
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
第
１
部
で
道
の
駅
30
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
今

後
の
道
の
駅
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
決
意
を
新
た

に
し
、
第
２
部
で
道
の
駅
の
現
場
の
声
や
賛
助
会
員
の

熱
意
を
全
国
へ
発
信
す
る
と
い
う
、
大
変
意
義
深
い
サ

ミ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
現
地
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
せ
て
約
８
０
０
人
の

方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
道
の
駅
に
関
係

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
皆
様
と
情
報
共

有
が
で
き
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様

な
ら
び
に
参
加
者
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す

�

全
国
道
の
駅
連
絡
会

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・

意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０

０
７
４
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
３
ー
５
ー
10
Ｐ

Ｉ
Ｍ
九
段
ビ
ル
２
Ｆ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。

令
和
５
年
８
月
31
日
（
木
）
必
着
。
発
送
を
発
表

に
か
え
、
個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ

か
ら
の
ご
案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役社長）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ズ
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１
　
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
付
け
合
わ
せ
に
見
か
け
る
葉

２
　
あ
ぶ
な
い

３
　
噛
み
応
え
の
あ
る
キ
ャ
ン
デ
ィ

４
　
あ
れ
も
こ
れ
も
っ
て
…
コ
レ
が
出
る

５
　
実
力
を
試
す
た
め
に
受
け
て
み
る

７
　
双
子
も
二
人
部
屋
も

９
　
横
に
な
る
に
は
最
適

10
　
回
ら
な
い
寿
司
の
値
段

12
　
ス
パ
イ
ラ
ル
状
態

14
　
お
椀
に
塗
る

15
　
サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー
ブ
・
〇
〇

16
　
ハ
ッ
カ
と
も

17
　

⇔

海

19
　
着
物
や
浴
衣
は
、
こ
の
コ
ー
デ

21
　
新
幹
線
・
西
郷
隆
盛
・
パ
ン
ダ

22
　
三
重
県
の
県
庁
所
在
地

24
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

26
　
コ
レ
を
突
破
す
れ
ば
本
選
に
出
場

27
　
ど
う
、
す
ご
い
で
し
ょ
？

29
　
〇
〇
も
方
便

30
　
意
気
投
合
、
〇
〇
が
あ
う

１　駐車場

４　〇〇〇は未定

６　ごちゃまぜ

８　もう一度、チャンスを

11　ウサギの前の干支

13　ひとつずつ、数えます

16　レッドが赤ならグリーンは

18　公園の池で〇〇〇ボートに乗る

20　コレ以外は全て満室

23　〇〇は金成り

25　壁に耳あり〇〇〇〇に目あり

28　熊手を神社に〇〇〇〇する

31　ダイヤモンドの原子といえば

32　��ブルー〇〇〇〇〇はコーヒーの最
高峰

　
団
塊
世
代
の
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
。
２
０
２
５
年
に
だ
。
我

が
国
は
過
去
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
　
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
。

　「
右
や
左
の
旦
那
様
」
が
そ
の
時
に
は
「
右
も
左
も
高
齢
者
」
だ
。

そ
の
高
齢
者
た
ち
が
お
し
な
べ
て
「
ヨ
タ
ヨ
タ
ヘ
ロ
ヘ
ロ
」
し
て
い
た

ら
我
が
国
社
会
は
、
医
療
・
介
護
費
の
増
大
な
ど
重
い
荷
物
を
背
負
う

こ
と
に
な
る
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
和
田
秀
樹
さ
ん
の
『
80
歳
の
壁
』

が
書
店
の
ト
ッ
プ
棚
に
置
か
れ
て
久
し
い
。

　
和
田
秀
樹
さ
ん
は
高
齢
者
専
門
の
精
神
科
医
。
そ
の
30
年
に
わ
た
る

臨
床
経
験
か
ら
高
齢
者
の
生
き
方
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
。

　「
80
歳
か
ら
の
人
生
は
、
70
代
と
は
ま
る
で
違
っ
て
き
ま
す
。
昨
日

ま
で
で
き
た
こ
と
が
今
日
は
で
き
な
い
、と
い
う
事
態
に
遭
遇
し
ま
す
。

身
体
の
不
調
も
多
く
な
り
ま
す
。
ガ
ン
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
肺
炎

な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
も
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
か

な
と
自
信
を
な
く
す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
配
偶
者
や
身
近
な
人
の

死
を
経
験
し
、
孤
独
や
絶
望
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
老
病
死

の
大
き
な
壁
が
怒
涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
く
る
の
で
す
。
こ
れ
が
幸

せ
な
晩
年
と
不
満
足
な
晩
年
の
境
目
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
プ

ロ
ロ
ー
グ
「
80
歳
の
壁
を
超
え
て
ゆ
く
」）

　
本
書
で
和
田
さ
ん
が
提
言
し
て
る
こ
と
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み

よ
う
。

　
　
★
老
い
を
受
け
入
れ
、
で
き
る
こ
と
を
大
事
に
す
る
。

　
　
★
80
歳
を
過
ぎ
た
ら
ガ
ン
、
認
知
症
が
あ
る
。

　
　
★
闘
病
で
は
な
く
共
病
で

　
　
★
医
療
も
自
己
決
定

　
　
★
自
分
に
と
っ
て
の
「
明
医
」
を
さ
が
す

　
　
★
本
当
は
怖
い
健
康
診
断

　
　
★
明
日
死
ん
で
も
後
悔
し
な
い
生
き
方

　
　
★
し
た
い
こ
と
を
し
て
、
脳
も
身
体
も
元
気

　
　
★
心
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
予
防
に
な
る

　
　
★
ゆ
っ
く
り
と
今
日
を
生
き
る

　
和
田
医
師
は
、
80
歳
を
超
え
た
人
は
「
幸
齢
者
」
だ
と
い
う
。
そ
し

て
「
幸
齢
者
は
、
老
化
に
あ
ら
が
う
の
で
は
な
く
老
い
を
受
け
入
れ
て

生
き
る
ほ
う
が
幸
せ
」
だ
と
思
う
、
と
書
い
て
い
る
。

　
そ
し
て
元
気
な
「
幸
齢
者
」
幸
せ
な
「
幸
齢
者
」
に
な
る
た
め
の
沢

山
の
知
恵
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
提
言
に
納
得
で
き
る
分
に
つ
い

て
は
大
い
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
。

　「
楽
し
ん
で
こ
そ
の
人
生
百
年
で
す
。80
歳
の
壁
を
超
え
、あ
と
20
年
、

新
た
に
挑
戦
す
る
日
々
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」（
結
び
の
こ
と
ば
）

 

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

62 号の正解は
「チイキノタカラ」

80 歳の壁

和田秀樹著
幻冬舎新書
990 円

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語を
ＡＢＣ順にならべたのが「正解」です。正解者 15 人（多数のとき
は抽選）に記念品をお送りします。応募は 1枚のはがきに正解のほ
か、①氏名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味
⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してくだ
さい。送り先は〒 102-0074 東京都千代田区九段南 3-5-10PIM 九段
ビル 2F　ＮＰＯ人と道研究会。令和５年８月 31 日（木）必着。発
送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以
外の目的には使用しません。

今
後
の
道
の
駅
に
決
意
新
た

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

提供：ルートプレス
� http://www.route-press21st.jp

★
「
災
害
列
島
・
日
本
」
写
真
集
を

10
人
に
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
49
人

の
写
真
家
が
伝
え
る
「
地
球
異
変
」

の
記
録
。
３
・
11
写
真
記
録
委
員
会

編
、
扶
桑
社
。

提供：道の駅「常総」
https://www.michinoeki-joso.com/

★
茨
城「
メ
ロ
ン
パ
ン
ま
ん
じ
ゅ
う
」

３
個
入
り
を
20
人
に
。

　
ミ
ル
ク
餡
、
茨
城
県
産
の
メ
ロ
ン

ペ
ー
ス
ト
、
格
子

柄
の
ク
ッ
キ
ー
生

地
が
特
徴
の
、
愛

嬌
あ
る
メ
ロ
ン
パ

ン
風
の
お
や
つ
が

完
成
！

提供：道の駅「いたの」
� https://www.michinoeki-itano.jp/

★
「
つ
け
も
の
侍
い
た
の
す
け
」
を

20
人
に
。

　
徳
島
県
板
野
町
の
道
の
駅
「
い
た

の
」
は
、
な
ら
漬
や
か
ら
し
漬
、
福

神
漬
、
胡

瓜
醤
油
漬

な
ど
名
産

の
漬
物
を

開
発
、
人

気
商
品

に
。

道
の
駅
オ
ン
ラ
イ
ン
駅
長

サ
ミ
ッ
ト
の
模
様

四万十大正
中尾博憲代表者

　二つの国道合流点にあり、運転の疲

高知県四万十町大正 17-1
国道 381/439 号　TEL.0880-27-0111

れを癒してくれる施設です。直売所ではオリジナ
ルの加工品や食事メニューが人気で、情報館は
観光情報が豊富。ミュージックトイレは窓から
四万十川を眺望できます。向かいの轟公園にはシ
ンボルの石の風車や複合遊具、郷土資料館等も。

吉野路�大塔
上川智子駅長

　天辻峠頂上にあるUFOの形をした建

奈良県五條市大塔町阪本 225-6
国道 168 号　TEL.0747-35-0311

物が道の駅です。『大塔コスミックパーク星のく
に』として隣接する宿泊施設や食事処などが一
体になっており、自然や満天の星空も満喫でき
ます。地域特産品のジビエや柿商品、地元工芸
家のつくる品々の販売にも力を注いでいます。

まえばし赤城
星野圭佑駅長

　令和5年3月、群馬県で�33�番目に開

群馬県前橋市田口町 36
国道 17 号上武道路　TEL.027-233-0070

駅しました。「前橋の新たな玄関口」として厳選
された地域にこだわり、「食」「農業」「イベント」「体
験」を通して、前橋・赤城の魅力発信。直売所や
鮮魚センター、温浴施設、16�の食、手ぶらBBQ�
など、1�日中「3�世代で楽しめる」施設です。
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ポート赤碕
福本まり子駅長

　4月28日にリニューアル。「ふれあい

鳥取県琴浦町別所 255
国道９号　　TEL.0858-49-2020

広場」には、10ｍを滑り降りるローラースライ
ダーやインクルーシブ遊具を設け、誰もが遊べる
ようになりました。町漁協直売センター内にオー
プンしたお食事処では、赤碕港で水揚げされた新
鮮な地魚を使用した料理を提供しています。

村岡ファームガーデン
西村学駅長

　1000㍍級の山々に囲まれ、ヨーロッパ

兵庫県香美町村岡区大糠 32-1
国道 9号　TEL.0796-98-1129

農家風の赤い屋根が目印の道の駅。ブランド和牛の
素でもある地元特産の但馬牛を一頭買いし、精肉販
売・レストラン・加工品などと余すことなく販売・
提供しています。希少部位やオリジナルメニューな
ど、ここでしか購入出来ない品が盛り沢山です。

越前たけふ
谷口敏和駅長

　「美味しい〝越前ガニ〟が食べられ

福井県越前市大屋町 38-5-1
県道越前たけふ駅線　TEL.0778-43-5661

る！」をスローガンに、地元鮮魚卸店が運営する
道の駅らしく、物販所でもレストランでも「鮮度
抜群」「でかネタ」の海鮮類を多く取り揃えてい
ます。北陸道武生 ICに隣接し、2024年春開業の
北陸新幹線越前たけふ駅前という好立地です。

発行所：特定非営利活動法人�人と道研究会
　　　　東京都千代田区九段南 3-5-10　PIM 九段ビル
　　　　Web　http��//www.route-press21st.jp


